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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA の Oracle データベース管理システム用 Type 2 Java 
Database Connectivity (JDBC) ド ラ イバである  WebLogic jDriver for Oracle のイン

ス トール方法と、 このド ライバを使用してローカルおよび分散ト ランザクシ ョ ン
に対応するアプ リ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。 

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「概要」

� 第 2 章 「WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ン」

� 第 3 章 「WebLogic jDriver for Oracle の使い方」

� 第 4 章 「分散ト ランザクシ ョ ンでの WebLogic jDriver for Oracle/XA の使い

方」

� 第 5 章 「Oracle の高度な機能」

対象読者

このマニュアルは、 Sun Microsystems の Java 2 Platform、 Enterprise Edition 
(J2EE) を使用して e- コマース  アプ リ ケーシ ョ ンを構築するアプリ ケーシ ョ ン開

発者向けのマニュアルです。 SQL、 データベースの一般的な概念、 および Java 
プログラ ミ ングに読者が精通している こ と を前提と して書かれています。
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 vii



e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー

ム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または WebLogic Server 
製品ドキュ メ ン ト  ページ (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html) を直接表示
してください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。

PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書
籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン ト

のホーム ページを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷

するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で

入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
viii WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方
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サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常

に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ

ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport (www.bea.com) 
を通じて  BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ  サポート

への連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ  サポート  
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 ix
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
x WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方



[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 xi
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1 概要

このマニュアルでは、 BEA の Oracle データベース管理システム  (DBMS) 用 
JDBC ド ラ イバをコンフ ィグレーシ ョ ンして、 WebLogic Server で使用する方法
について説明します。 また、 MultiPools ( マルチプール ) 機能についても説明し
ます。

このマニュアルでは、 ユーザが  Java、 DBMS の全般的な概念、および Structured 
Query Language (SQL) について理解しているこ とを前提にしています。

この章では次の内容について説明します。

� WebLogic jDriver の概要

� WebLogic jDriver for Oracle

WebLogic jDriver の概要

BEA は、WebLogic Server ソフ ト ウェアで使用する以下の WebLogic jDriver を提
供します。

� 分散ト ランザクシ ョ ン機能を含む Oracle 用 Type 2 ネイティブ JDBC ド ラ イ
バ

� Microsoft SQL Server 用の Type 4 JDBC ド ラ イバ

Type 2 ド ラ イバはデータベース  ベンダが提供するク ラ イアン ト  ライブラ リ を使
用しますが、 Type 4 ド ラ イバは pure-Java であ り、 通信レベルでデータベース  
サーバに接続するので、 ベンダ固有のク ライアン ト  ラ イブラ リが不要です。

これらのド ラ イバを使用して、 接続プールに物理データベース接続を作成しま

す。 他のベンダの JDBC ド ラ イバも使用できます。 『WebLogic JDBC プログラ
マーズ ガイ ド』 の 「JDBC ド ラ イバと WebLogic Server の使用」 を参照して くだ
さい。
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 1-1
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1 概要
WebLogic jDriver for Oracle

Oracle DBMS 用 Type 2 JDBC ド ラ イバである  WebLogic jDriver for Oracle は、
WebLogic Server ソフ ト ウェアに付属しています。 このド ラ イバを使用するには、
必要なすべてのライブラ リ を含む Oracle ク ラ イアン ト を、 Oracle DBMS のク ラ
イアン ト となるマシン上に完全インス トールしなければな り ません。この  Oracle 
ク ラ イアン ト のインス トール内容には、 WebLogic Server で必要と されるベンダ
提供のク ラ イアン ト  ライブラ リおよび関連ファ イルが含まれていなければな り
ません。

注意 : 同じバージ ョ ンの WebLogic jDriver for Oracle、 Oracle ク ラ イアン ト 、 お
よびデータベース管理システムを使用する必要があ り ます。 たとえば、

Oracle DBMS のバージ ョ ンが 8.1.7 である場合、 バージ ョ ン 8.1.7 の 
Oracle ク ラ イアン トおよび WebLogic jDriver for Oracle を使用する必要が
あ り ます。

Oracle 共有ライブラリ

WebLogic Server 配布キッ トには、 WebLogic Server 用に BEA が提供するネイ
ティブ ライブラ リが入っています。 どのライブラ リ を選ぶかは、 ク ライアン ト  
マシンにインス トールされている  Oracle ク ラ イアン トのバージ ョ ンと、 Oracle 
サーバにアクセスするために使用する  Oracle API のバージ ョ ンによって決ま り
ます。 このド ラ イバを使用する前に、 BEA のネイテ ィブ ラ イブラ リ と  Oracle の
ク ライアン ト  ライブラ リの両方を、 ク ラ イアン ト の PATH (Windows) または 
shared library path (UNIX)  に入れる必要があ り ます。詳細については、2-1 
ページの 「WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。
1-2 WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方



WebLogic jDriver for Oracle
WebLogic jDriver for Oracle/XA での分散ト ランザ
クション

WebLogic Server は、Oracle Corporation の Oracle8i および Oracle9i データベース
管理システム用のマルチスレ ッ ド  JDBC/XA ド ラ イバを提供します。 WebLogic 
jDriver for Oracle/XA は、 WebLogic jDriver for Oracle の ト ランザクシ ョ ン対応
バージ ョ ンです。 WebLogic jDriver for Oracle/XA は、 X/Open Distributed 
Transaction Processing (DTP) モデルの ト ランザクシ ョ ン  マネージャ と リ ソース  
マネージャ との双方向システムレベル インタフェースである  XA を完全サポー
ト します。
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 1-3
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2 WebLogic jDriver for Oracle のコ
ンフィグレーション

この章では次の内容について説明します。

� WebLogic jDriver for Oracle の使用準備

� WebLogic jDriver for Oracle の使用環境の設定

� Oracle データベースとの接続の確認

� 接続プールの設定

� WebLogic jDriver での IDE またはデバッガの使い方

� 開発環境を設定して WebLogic jDriver for Oracle を使用する準備

WebLogic jDriver for Oracle の使用準備

WebLogic jDriver for Oracle を使用する前に、以下の作業が必要です。

� WebLogic jDriver for Oracle のソフトウェア要件のチェック

� ライセンス機能のチェック

� WebLogic jDriver for Oracle の使用環境の設定

WebLogic jDriver for Oracle のソフトウェア要件
のチェック

この節では、以下のソフトウェア要件について説明します。

� サポートされるプラットフォーム
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� JDBC 2.0 の動作要件

サポートされるプラットフォーム

WebLogic jDriver がサポートするプラットフォーム、オペレーティング システ
ム、JVM、DBMS バージョン、およびクライアント ライブラリの詳細について
は、「動作確認状況」を参照してください。 

JDBC 2.0 の動作要件

WebLogic Server 7.0 は JDK 1.3.1 プラットフォーム環境で動作し、分散トランザ
クション機能を含む JDBC 2.0 API (JDBC 2.0 コア API と JDBC オプション パッ
ケージ API) をサポートします。さらに、Oracle Call Interface のバージョン 8 API 
のドライバを使用する必要があります。 

ライセンス機能のチェック

WebLogic jDriver for Oracle を使用するには、適切なライセンスが必要です。
WebLogic jDriver for Oracle のライセンス機能は、この WebLogic Server をイン
ストールした BEA ホーム ディレクトリ内のライセンス ファイルに含まれていま
す。次に例を示します。

c:\bea\license.bea

WebLogic Server ライセンスのインストール時または最終更新時に WebLogic 
jDriver for Oracle がそのライセンスに含まれていた場合は、これ以上の作業は不
要です。この機能を追加する場合は、BEA の販売代理店から更新ライセンスを
入手する必要があります。ライセンス ファイルの更新方法については、
WebLogic Server の『インストール ガイド』の「license.bea ファイルの更新」を
参照してください。

注意 : WebLogic Server が実行されていないときに WebLogic jDriver for Oracle 
を使用する場合は、license.bea のあるフォルダへのパスを CLASSPATH 
に入れる必要があります。 
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WebLogic jDriver for Oracle の使用環境の
設定

WebLogic jDriver を使用する環境を設定するには、パス変数の設定に以下の情報
を入れる必要があります。

� WebLogic jDriver for Oracle が入っているディレクトリ (ドライバ ファイル
は、使用しているオペレーティング システムにより異なり、ネイティブ 
dll、so、または sl ファイルになります )。ドライバが入っているファイル
は、WebLogic Server クライアントで使用できなければなりません。パス変
数の名前は、使用しているシステムによって異なります。

� Windows システムでは、PATH を設定します。

� ほとんどの UNIX システムでは、LD_LIBRARY_PATH を設定します。

� HP-UX システムでは、SHLIB_PATH を設定します。

ドライバ ファイルが入ったディレクトリは、以下で説明する要素によって異
なります。 

� Oracle が提供するライブラリが入ったディレクトリ。Oracle クライアント ラ
イブラリの入ったディレクトリの場所は、インストールによって異なりま
す。Windows NTでは、Oracle インストーラはこれらのライブラリをシステ
ム パスに配置します。ディレクトリ名は、オペレーティング システムとそ
のアーキテクチャ (32 ビットまたは 64 ビット ) に応じて異なります。

WebLogic Server は、Oracle Call Interface (OCI) バージョン 8 API で作成された 
dll ファイル、so ファイル、または sl ファイルを、Oracle DBMS にアクセスす
るためのネイティブ インタフェースとして使用します。 

プラットフォームごとにまとめた以降の節の表は、Oracle クライアント バー
ジョンに基づいて、システム PATH に指定する必要があるディレクトリの一覧で
す。
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Windows NT

WebLogic 共有ライブラリ (.dll) ディレクトリのパス名と Oracle クライアント
のインストール先ディレクトリを、次のように、PATH に追加します。

構文

次の構文で指定します。

� WL_HOME\server\bin\ と適切な WebLogic Server 共有ライブラリ ディレク
トリを以下の表を参照して PATH に追加します。WL_HOME は、WebLogic 
Server のインストール ディレクトリを表します。次に例を示します。 

%WL_HOME%\server\bin\ocixxxx

xxxx は Oracle 8.1.7 では 817_8、Oracle 9.0.1 では 901_8、Oracle 9.2.0 では 
920_8 になります。

� ORACLE_HOME\bin を PATH に追加します。ORACLE_HOME は、Oracle クライ
アントのインストール先ディレクトリを表します。WebLogic jDriver for 
Oracle および Oracle ホーム情報は、常に PATH の先頭に追加します。次に例
を示します。

%ORACLE_HOME%\bin;%PATH%

例

上記の構文に従って Oracle 8.1.7 用の実際の例を作成すると、パスは次のように
なります。

$set PATH=%WL_HOME%\server\bin\oci817_8;%ORACLE_HOME%\bin;%PATH%
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次の表は、Windows 用のディレクトリと Oracle クライアントのバージョンを示
します。

Solaris

Solaris 環境を設定して WebLogic jDriver をサポートするには、ネイティブ イン
タフェース ファイル (ドライバ ファイル ) が入っているディレクトリと、Oracle 
クライアントをインストールしたディレクトリを、環境変数 LD_LIBRARY_PATH 
の設定に入れる必要があります。 

構文

次の構文で指定します。

表 2-1  Windows NT 上の Oracle

Oracle クライ
アント バー
ジョン

OCI API 
バー

ジョン

共有ライブラリ 
(.dll) ディレク
トリ

メモ

8.1.7 8 oci817_8 Oracle 8 と JDBC 2.0 コア 
API およびオプション パッ
ケージ API (分散トランザク
ション機能を含む ) にアクセ
ス可能。

9.0.1 8 oci901_8 Oracle 9.0 と JDBC 2.0 コア 
API およびオプション パッ
ケージ API (分散トランザク
ション機能を含む ) にアクセ
ス可能。

9.2.0 8 oci920_8 Oracle 9.2 と JDBC 2.0 コア 
API およびオプション パッ
ケージ API (分散トランザク
ション機能を含む ) にアクセ
ス可能。
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� ネイティブ インタフェース libweblogicoci38.so と 
libweblogicoxa38.so が入っているディレクトリ。次に例を示します。 

$WL_HOME/server/lib/solaris/ocixxxx

xxxx は Oracle 8.1.7 では 817_8、Oracle 9.0.1 では 901_8、Oracle 9.2.0 では 
920_8 になります。

� Oracle が提供するライブラリが入ったディレクトリ。Oracle クライアント ラ
イブラリの入ったディレクトリの場所は、インストールによって異なりま
す。次に例を示します。

$ ORACLE_HOME/lib

例

上記の構文に従って Oracle 8.1.7 用の実際のパスを作成すると次のようになりま
す。

export 

LD_LIBRARY_PATH=$WL_HOME/server/lib/solaris/oci817_8:$ORACLE_HOME
/lib:$LD_LIBRARY_PATH

次の表は、Solaris 用のディレクトリと Oracle クライアントのバージョンを示し
ます。

表 2-2  Solaris 上の Oracle

Oracle クライ
アント バー
ジョン

OCI API 
バー

ジョン

共有ライブラ

リ (.so) ディレ
クトリ

メモ

8.1.7 8 oci817_8 Oracle 8 と JDBC 2.0 コア API お
よびオプション パッケージ API (
分散トランザクション機能を含

む ) にアクセス可能。

9.0.1 8 oci901_8 Oracle 9 と JDBC 2.0 コア API お
よびオプション パッケージ API (
分散トランザクション機能を含

む ) にアクセス可能。
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次の表に、Solaris の 32 ビットおよび 64 ビット インストールの、ベンダ提供の 
Oracle ライブラリがあるディレクトリを示します。

IBM AIX

ご使用のプラットフォームがサポートされているかどうかを確認するには、「動
作確認状況」を参照してください。

9.2.0 8 oci920_8 Oracle 9.2 と JDBC 2.0 コア API 
およびオプション パッケージ 
API (分散トランザクション機能
を含む ) にアクセス可能。

表 2-3  Solaris にインストールされた Oracle ライブラリへのパス

Oracle ク
ライアン

ト バー
ジョン

アーキテク

チャ

Oracle ライブラリへのパス

8.1.7 32 ビット ORACLE_HOME/lib

8.1.7 64 ビット ORACLE_HOME/lib64

9.0.1 32 ビット ORACLE_HOME/lib32

9.0.1 64 ビット ORACLE_HOME/lib

9.2.0 32 ビット ORACLE_HOME/lib32

9.2.0 64 ビット ORACLE_HOME/lib

表 2-2  Solaris 上の Oracle

Oracle クライ
アント バー
ジョン

OCI API 
バー

ジョン

共有ライブラ

リ (.so) ディレ
クトリ

メモ
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HP-UX 11

HP 環境を設定して WebLogic jDriver をサポートするには、ネイティブ インタ
フェース ファイル (ドライバ ファイル ) が入っているディレクトリと、Oracle ク
ライアントをインストールしたディレクトリを、環境変数 SHLIB_PATH の設定
に入れる必要があります。

注意 : HP-UX 用の Oracle 9 は、Oracle クライアントを含め 64 ビット バージョ
ンでのみ利用できます。WebLogic jDriver for Oracle は Type-2 JDBC ドラ
イバであるため、データベース アクセス用の Oracle クライアントが必要
です。したがって、Oracle 9 で WebLogic jDriver for Oracle を使用するに
は、WebLogic Server を 64 ビット マシンで実行する必要があります。

構文

Oracle 8 では、次の構文を使用します。

� Oracle 8i 用のネイティブ インタフェース (ドライバ ファイル ) 
libweblogicoci38.sl と libweblogicoxa38.so が入っているディレクト
リ。次に例を示します。 

$WL_HOME/server/lib/hpux11/oci817_8

� Oracle が提供するライブラリが入ったディレクトリ。Oracle クライアント ラ
イブラリの入ったディレクトリの場所は、インストールによって異なりま
す。次に例を示します。

$ORACLE_HOME/lib

Oracle 9i では、次の構文を使用します。

� Oracle 9i 用のネイティブ インタフェース (ドライバ ファイル ) 
libweblogicoci38.sl と libweblogicoxa38.so が入っているディレクト
リ。次に例を示します。 

$WL_HOME/server/lib/hpux11/oci901_8

� Oracle が提供するライブラリが入ったディレクトリ。Oracle クライアント ラ
イブラリの入ったディレクトリの場所は、インストールによって異なりま
す。次に例を示します。

$ORACLE_HOME/lib32
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例

上記の構文に従って Oracle 8.1.7 用の実際のパスを作成すると次のようになりま
す。

export SHLIB_PATH=
$WL_HOME/server/lib/hpux11/oci817_8:$ORACLE_HOME/lib:$SHLIB_PATH

Oracle 9.0.1 では、パスは次のようになります。

export SHLIB_PATH=
$WL_HOME/server/lib/hpux11/oci901_8:$ORACLE_HOME/lib32:$SHLIB_PAT
H

次の表は、HP-UX 用のディレクトリと Oracle クライアントのバージョンを示し
ます。

次の表に、HP の 32 ビットおよび 64 ビット インストールの、ベンダ提供の 
Oracle ライブラリがあるディレクトリを示します。

表 2-4  HP 上の Oracle

Oracle クライ
アント バー
ジョン

OCI API 
バー

ジョン

共有ライブラリ

(.sl) ディレクト
リ

メモ

8.1.7 8 oci817_8 Oracle 8 と JDBC 2.0 コア 
API およびオプション 
パッケージ API (分散ト
ランザクション機能を含

む ) にアクセス可能。

9.0.1 8 oci901_8 Oracle 9 と JDBC 2.0 コア 
API およびオプション 
パッケージ API (分散ト
ランザクション機能を含

む ) にアクセス可能。

9.2.0 8 oci920_8 Oracle 9.2 と JDBC 2.0 コ
ア API およびオプション 
パッケージ API (分散ト
ランザクション機能を含

む ) にアクセス可能。
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SGI IRIX

ご使用のプラットフォームがサポートされているかどうかを確認するには、「動
作確認状況」を参照してください。 

Siemens MIPS

ご使用のプラットフォームがサポートされているかどうかを確認するには、「動
作確認状況」を参照してください。

Compaq Tru64 UNIX

ご使用のプラットフォームがサポートされているかどうかを確認するには、「動
作確認状況」を参照してください。

表 2-5  HP にインストールされた Oracle ライブラリへのパス

Oracle ク
ライアン

ト バー
ジョン

アーキテク

チャ

Oracle ライブラリへのパス

8.1.7 32 ビット ORACLE_HOME/lib

8.1.7 64 ビット ORACLE_HOME/lib64

9.0.1 32 ビット ORACLE_HOME/lib32

9.0.1 64 ビット ORACLE_HOME/lib

9.2.0 32 ビット ORACLE_HOME/lib32

9.2.0 64 ビット ORACLE_HOME/lib
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Oracle データベースとの接続の確認

WebLogic jDriver for Oracle をインストールしたら、このドライバを使ってデー
タベースに接続できるかどうか確認します。確認するには、WebLogic Server ソ
フトウェアに付属の dbping を使用します。

環境を設定し dbping を使用するには、次のコマンドをコマンド ラインに入力し
ます。 

WL_HOME\server\bin\setWLSEnv.cmd 
set path=WL_HOME\server\bin\oci817_8;%PATH%
java utils.dbping ORACLE user password server

WL_HOME は、WebLogic プラットフォームがインストールされているディレクト
リで、通常は c:\bea\weblogic700 です。

dbping ユーティリティの使用方法の詳細については、『管理者ガイド』の
「WebLogic Java ユーティリティの使い方」を参照してください。

問題がある場合は、『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイド』の「JDBC 接続の
テストとトラブルシューティング」を参照してください。

接続プールの設定

WebLogic Server または WebLogic Express で WebLogic jDriver for Oracle を使用
している場合、WebLogic Server の起動時に Oracle DBMS との接続を確立する接
続プールを設定できます。接続はユーザ間で共有されるので、接続プールを使用
すると、ユーザごとに新規のデータベース接続を開くオーバーヘッドをなくすこ
とができます。

アプリケーションは次に、JNDI ツリーで DataSource をルックアップし、接続
プールに接続を要求します。データベース接続の終了時には、アプリケーション
がその接続を接続プールに返します。
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WebLogic Server ソフトウェアでの接続プールの
コンフィグレーション

1. ベンダ提供のネイティブ ライブラリと、WebLogic Server 用の WebLogic ネ
イティブ ライブラリを、WebLogic Server を起動するシェルの PATH 
(Windows) またはロード ライブラリ パス (UNIX) に入れます。詳細について
は、『管理者ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」を参照してくださ
い。

2. Administration Console を使用して、接続プールを設定します。接続プールの
詳細については、『管理者ガイド』の「JDBC コンポーネント (接続プール、 
データソース、マルチプール )」および Administration Console オンライン ヘ
ルプの「JDBC 接続プールの作成とコンフィグレーション」を参照してくだ
さい。 
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接続プールの設定
アプリケーションでの接続プールの使い方

クライアント アプリケーションでの JDBC アク
ティビティのロギング

WebLogic jDriver for Oracle を使用してデータベース接続を作成している接続
プールからの接続をクライアント アプリケーションで使用している場合、クラ
イアント上の JDBC アクティビティはサーバ上の JDBC ログに自動的には含まれ
ません。JDBC のロギングを有効にし、クライアント上の JDBC アクティビティ
をサーバ上の JDBC ログに含めるには、次の手順に従います。

1. JDBC のロギングを有効にします。Administration Console で次の手順に従い
ます。

a. 左ペイン内で [サーバ ] のノードをクリックします。 

b. 左ペインで特定のサーバを選択します。

c. [ログ ] タブを選択します。

d. [JDBC] タブを選択します。

e. [JDBC ログ記録を有効化 ] を選択します。

表 2-6  

接続プールを使

用するアプリ

ケーションのタ

イプ

データベース接続に

使用するドライバ

詳細の参照先

クライアントサイ

ド

JNDI ツリー上のデー
タソース

『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイド』の

「DataSource のコンフィグレーションと使い方」

サーバサイド (
サーブレットとし

て使用 )

WebLogic の RMI、
Pool、および JTS ド
ライバ、または JNDI 
ツリー上のデータ

ソース

『WebLogic HTTP サーブレット プログラマーズ ガイ

ド』の「JDBC 接続プールを用いたデータベース
への接続」
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2. 接続プールのプロパティに JDBCDebug=true を追加します。Administration 
Console で次の手順に従います。

a. 左ペインで、[JDBC] ノード、[接続プール ] ノードを順にクリックして展
開し、クライアントの JDBC アクティビティのログを記録する接続プール
を選択します

b. 右ペインで、[コンフィグレーション｜一般 ] タブを選択します。

c. [プロパティ ] ボックスで、新しい行に次のテキストを追加します。

JDBCDebug=true

[適用 ] をクリックします。

d. サーバを再起動します。

WebLogic jDriver での IDE またはデバッガ
の使い方

統合開発環境 (IDE) またはデバッガを使用している場合、WebLogic 付属のネイ
ティブ ライブラリ (ドライバ ファイル ) を新しいファイルにコピーし、ファイル
拡張子の前が _g で終わるファイル名に変えてください。次に例を示します。

� UNIX システムでは、libweblogicoci38.so を libweblogicoci38_g.so 
にコピーします。分散トランザクションの場合は、libweblogicoxa38.so 
を libweblogicoxa38_g.so にコピーします。

� Windows NT プラットフォームでは、weblogicoci38.dll を 
weblogicoci38_g.dll にコピーします。分散トランザクションの場合は、
weblogicoxa38.dll を weblogicocoxa38_g.dll にコピーします。
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開発環境を設定して WebLogic jDriver for 
Oracle を使用する準備

詳細については、以下を参照してください。

表 2-7  

内容 参照先

JDBC クライアントを実行する開発環境の設定 『WebLogic Server アプリケーションの開発』の
「開発環境の構築」

ドライバの使い方 『WebLogic jDriver for Oracle のコンフィグレーショ
ンと使い方』 (このガイド ) の「WebLogic jDriver 
for Oracle の使い方」
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3 WebLogic jDriver for Oracle の使

い方

この章では、 簡単なアプリ ケーシ ョ ンに関する基本作業について説明します。 こ

の章には、 コード例やサポート されていないメ ソ ッ ドの リ ス ト も含まれていま

す。

� ローカル ト ランザクシ ョ ン と分散 ト ランザクシ ョ ンの比較

� JDBC パッケージのインポート

� CLASSPATH の設定

� Oracle ク ラ イアン ト  ラ イブラ リのバージ ョ ン、 URL、 およびド ラ イバ ク ラ
ス名

� Oracle DBMS への接続

� 簡単な SQL クエ リの作り方

� レコードの挿入、 更新、 および削除

� ス ト アド  プロシージャおよび関数の作り方と使い方

� 接続の切断とオブジェ ク ト のク ローズ

� ス ト アド  プロシージャからの ResultSets の処理

� WebLogic JDBC による行キャ ッシング

� コード例

� サポート されていない JDBC 2.0 メ ソ ッ ド
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 3-1



3 WebLogic jDriver for Oracle の使い方
ローカル ト ランザクシ ョンと分散ト ランザ
クシ ョ ンの比較

WebLogic Server でト ランザクシ ョ ンを実行する場合は、 ローカル ト ランザク
シ ョ ン と分散 ト ランザクシ ョ ンのどちらを使うかによって、 一部の基本作業が異

な り ます。 ト ランザクシ ョ ンは以下のよ うに分けられます。

� ローカル ト ランザクシ ョ ン－ WebLogic jDriver for Oracle を使用します。

� 分散ト ランザクシ ョ ン、 またはグローバル ト ランザクシ ョ ン－ XA モードの 
WebLogic jDriver for Oracle (WebLogic jDriver for Oracle/XA) を使用します。

分散ト ランザクシ ョ ンの詳細については、 「分散ト ランザクシ ョ ンでの 
WebLogic jDriver for Oracle/XA の使い方」 を参照して ください。

JDBC パッケージのインポート

アプリ ケーシ ョ ンにインポート しなければならないク ラスは以下のとおりです。

import java.sql.*;
import java.util.Properties; \\ 接続パラメータ設定用に Properties
                             \\ オブジェクトを使用する場合にだけ必要
import weblogic.common.*;

import javax.sql.Datasource; \\ 接続の取得に DataSource API を
                           \\ 使用する場合にだけ必要

import javax.naming.*;       \\ DataSource オブジェクトのルックアップに
                            \\ JNDI を使用する場合にだけ必要

WebLogic Server ド ラ イバは、 java.sql interface を実装します。 アプ リ ケー

シ ョ ンを作成するには、 java.sql ク ラスを使用します。 JDBC ド ラ イバ ク ラス
をインポートする必要はあ り ませんが、 代わりに、 アプ リ ケーシ ョ ン内でド ライ

バをロード します。 これによ り、 適切なド ライバを実行時に選択できるよ うにな

り ます。 接続先となる  DBMS をプログラムのコンパイル後に決めるこ と もでき
ます。
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CLASSPATH の設定

WebLogic Server に付属のド ラ イバを使用して WebLogic Server ク ラ イアン ト を
実行する場合は、 CLASSPATH に次のディ レク ト リ を追加しなければな り ません。

%WL_HOME%\server\lib\weblogic.jar

 (%WL_HOME% は、 WebLogic プラ ッ ト フォームがインス トールされている
ディ レ ク ト リで、 通常は c:\bea\weblogic700)

CLASSPATH の設定と環境設定に関する問題の詳細については、『WebLogic Server 
アプ リ ケーシ ョ ンの開発』 の 「開発環境の構築」 を参照して ください。

Oracle クライアン ト  ライブラリのバージョ
ン、 URL、 およびドライバ クラス名

使用する ド ラ イバ ク ラス名と  URL は、 以下の要素によって決ま り ます。

� 使用するプラ ッ ト フォーム

� 使用する  Oracle ク ラ イアン ト  ライブラ リのバージ ョ ン

また、 システムのパスに正しいド ラ イバ バージ ョ ンを指定しなければな り ませ
ん。 詳細については、 「WebLogic jDriver for Oracle の使用環境の設定」 を参照し
て ください。

ド ラ イバを通常 (非 XA) モードで使用する場合 :

� ド ラ イバ ク ラス  : weblogic.jdbc.oci.Driver

� URL : jdbc:weblogic:oracle

ド ラ イバを  XA モードで使用する場合 :

� ド ラ イバ ク ラス  : weblogic.jdbc.oci.xa.XADataSource
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� URL : 不要

Oracle DBMS への接続

以下の節で説明するよ うに、 2 層接続または多層接続を使用して、 アプ リ ケー
シ ョ ンから  Oracle DBMS への接続を確立します。

WebLogic Server を使用したデータベースへの 2 
層コンフ ィグレーションによる接続

WebLogic Server を使用して、アプ リ ケーシ ョ ンから  Oracle DBMS に 2 層接続す
るには、 次の手順を実行します。 接続の詳細については、 2-12 ページの
「WebLogic Server ソフ ト ウェアでの接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

1. WebLogic Server JDBC ドライバ クラスをロード し、 java.sql.Driver オブ
ジェク ト にキャス ト します。 XA ド ラ イバを使用している場合は Datasource 
API を使用します。 java.sql.Driver API は使用しません。 次に例を示しま
す。

Driver myDriver = (Driver)Class.forName
("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

2. 接続を記述する  java.util.Properties オブジェク ト を作成します。 このオ
ブジェ ク トは、 ユーザ名、 パスワード、 データベース名、 サーバ名、 および

ポート番号などの情報が入った名前と値の組み合わせを格納します。 次に例

を示します。

Properties props = new Properties();
props.put("user",         "scott");
props.put("password",     "secret");
props.put("server",           "DEMO" );

サーバ名 (上の例では DEMO) は、 Oracle ク ラ イアン トのインス トール先ディ
レク ト リにある  tnsnames.ora ファ イル内のエン ト リ を参照します。 サーバ
名によって、 ホス ト名と  Oracle データベースについてのその他の情報が定義
されます。 サーバ名を提供しなかった場合、 システムは環境変数 (Oracle の
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場合は ORACLE_SID) を探します。 次のフォーマッ トに従って、 サーバ名を  
URL に追加するこ と もできます。

"jdbc:weblogic:oracle:DEMO"

この構文でサーバを指定する場合、 server プロパティ を提供する必要はあ り
ません。

PowerSoft’s PowerJ などの製品で使用するために、 単一の URL 内にプロパ
ティ を設定する こ と もできます。

3. Driver.connect() メ ソ ッ ドを呼び出すこ とで、 JDBC の操作で不可欠とな
る  JDBC 接続オブジェ ク ト を作成します。 このメ ソ ッ ドは、 パラ メータ と し
て ドライバの URL と手順 2 で作成した java.util.Properties オブジェ ク
ト を取り ます。 次に例を示します。

Connection conn =  
  myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

手順 1 と  3 では、 JDBC ド ラ イバを記述します。 手順 1 では、 ド ラ イバの完全
パッケージ名を使用します。 ド ッ ト を使って区切り ます。 手順 3 では、 URL ( コ
ロンで区切り ます ) を使ってド ライバを識別します。 URL には、
jdbc:weblogic:oracle とい う文字列が入っていなければなり ません。 このほ
かに、 サーバのホス ト名やデータベース名などの情報を入れてもかまいません。

多層コンフ ィグレーションの WebLogic Server を
使用した接続

WebLogic Server の多層コンフ ィグレーシ ョ ンで、 アプ リ ケーシ ョ ンから  Oracle 
DBMS に接続するには、 次の手順を実行します。

1. JNDI を使用して WebLogic RMI ド ラ イバにアクセスするには、 DataSource 
オブジェ ク トの JNDI 名をルッ クアップするこ とで、 JNDI ツ リーから  
Context オブジェ ク ト を取得します。 たとえば、 Administration Console で定
義した 「myDataSource」 とい う  JNDI 名の DataSource にアクセスする手順は
次のとおりです。

  try {
    Context ctx = new InitialContext();
    javax.sql.DataSource ds 
      = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup ("myDataSource");
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  } catch (NamingException ex) {

    // ルックアップに失敗

  }

2. DataSource オブジェ ク ト から  JDBC 接続を取得する手順は次のとおりです。

   try {
    java.sql.Connection conn = ds.getConnection();
   } catch (SQLException ex) {
     // 接続の取得に失敗
   }

詳細については、 『』 「DataSource のコンフ ィグレーシ ョ ン と使い方」 を参照し
て ください。

接続のサンプル

このサンプルは、myDB とい うデータベースに接続するために Properties オブジェ
ク ト をどのよ うに使用するかを示します。

Properties props = new Properties();
props.put("user",         "scott");
props.put("password",     "secret");
props.put("db",           "myDB");

Driver myDriver = (Driver)
  Class.forName("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();
Connection conn =  
  myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

Connection オブジェク トについて

Connection オブジェク トはアプ リ ケーシ ョ ンの重要な部分です。 Connection ク
ラスは、 アプ リ ケーシ ョ ンで使用する多くの基本的なデータベースに対するコン

ス ト ラ ク タを持ちます。 たとえば次のサンプルでは、 Connection オブジェ ク ト  
conn が何度も使われています。 データベースに接続する と、 アプ リ ケーシ ョ ン
の初期部分は終了します。

Connection オブジェク ト を使った処理が終了したら、 直ちにこのオブジェ ク ト
に対して close() メ ソ ッ ドを呼び出す必要があ り ます。 通常は、 ク ラスの最後
で呼び出します。
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自動コ ミ ッ トの設定

自動コ ミ ッ トのデフォル ト設定は、 次の表のとおりです。

簡単な SQL クエリの作り方

データベース  アクセスにおける最も基本的な作業は、 データを検索する こ とで
す。 WebLogic Server を使ってデータを検索するには、 次の 3 段階の手順を実行
します。

1. SQL クエ リ を  DBMS に送る  Statement を作成します。

2. 作成した  Statement を実行します。

3. 実行した結果を  ResultSet に入れます。 このサンプルでは、従業員テーブル 
( エリ アス名 emp) に対して簡単なクエ リ を実行し、 3 つのカラムのデータを
表示します。 また、 データの検索先のテーブルに関する メ タデータにアクセ

スして表示します。 最後に Statement を閉じます。

Statement stmt = conn.createStatement();
stmt.execute("select * from emp");
ResultSet rs = stmt.getResultSet();

while (rs.next()) {
  System.out.println(rs.getString("empid") + " - " +

表 3-1  自動コ ミ ッ トのデフォルト設定

ト ランザク

ション タイプ
自動コ ミ ッ ト

のデフォルト

設定

デフォルト

設定の変更

結果

ローカル ト ラン
ザクシ ョ ン

true 変更する デフォル ト設定を false に変
更する とパフォーマンスが

向上するこ とがある。

分散ト ランザク

シ ョ ン

false 変更しない デフォル ト設定を変更して

はならない。 true に変更する

と、 SQLException が発生す

る。
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                     rs.getString("name")  + " - " +
                     rs.getString("dept"));
  }

ResultSetMetaData md = rs.getMetaData();

System.out.println("Number of columns: " + 
      md.getColumnCount());
for (int i = 1; i <= md.getColumnCount(); i++) {
    System.out.println("Column Name: "     + 
      md.getColumnName(i));
    System.out.println("Nullable: "        + 
      md.isNullable(i));
    System.out.println("Precision: "       + 
      md.getPrecision(i));
    System.out.println("Scale: "           + 
      md.getScale(i));
    System.out.println("Size: "            + 
      md.getColumnDisplaySize(i));
    System.out.println("Column Type: "     + 
      md.getColumnType(i));
    System.out.println("Column Type Name: "+ 
      md.getColumnTypeName(i));
    System.out.println("");
  }

stmt.close();

レコードの挿入、 更新、 および削除

この手順では、 データベース  テーブルのレコードの挿入、 更新、 および削除と
い う、 データベースに関する  3 つの一般的な作業を示します。 これらの処理に
は、 JDBC PreparedStatement を使います。 まず、 PreparedStatement を作成してか
ら、 それを実行し、 閉じます。

PreparedStatemen (JDBC Statement のサブク ラス ) を使用する と、 同じ  SQL を値
を変えて何度でも実行できます。 PreparedStatement では、 JDBC の 「?」 構文を
使用します。

String inssql = 
   "insert into emp(empid, name, dept) values (?, ?, ?)";
PreparedStatement pstmt = conn.prepareStatement(inssql);
for (int i = 0; i < 100; i++) {
  pstmt.setInt(1, i);
  pstmt.setString(2, "Person " + i);
  pstmt.setInt(3, i);
  pstmt.execute():
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}
  pstmt.close();
 

PreparedStatement を使用してレコードを更新するこ と もできます。 次のサンプ
ルでは、 カウンタ 「i」 の値を 「dept」 フ ィールドの現在の値に追加します。

String updsql = 
   "update emp set dept = dept + ? where empid = ?";
PreparedStatement pstmt2 = conn.prepareStatement(updsql);
 for (int i = 0; i < 100; i++) {
  pstmt2.setInt(1, i);
  pstmt2.setInt(2, i);
  pstmt2.execute();
} 
pstmt2.close();

最後に、 PreparedStatement を使用して、 さ きほど追加および更新されたレコー
ドを削除します。

String delsql = "delete from emp where empid = ?";
PreparedStatement pstmt3 = conn.prepareStatement(delsql);
for (int i = 0; i < 100; i++) {
  pstmt3.setInt(1, i);
  pstmt3.execute();
}
pstmt3.close();
       

注意 : varchar2 の値を挿入または更新する と きに空の文字列 (“”) を挿入しよ う
とする と、 Oracle はその値を NULL と して解釈します。値を挿入するカラ
ムに NOT NULL 制約がある場合、データベースは 「ORA-01400 : カラム名
には NULL を挿入できません」 エラーを送出します。

ストアド  プロシージャおよび関数の作り方
と使い方

WebLogic Server で使用する ト ランザクシ ョ ンのタイプによって、 ス ト アド  プロ
シージャ と ス ト アド関数の使い方が決ま り ます。

� ローカル ト ランザクシ ョ ンの場合、 ス ト アド  プロシージャ と ス ト アド関数
の作成、 使用、 および削除ができます。
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� 分散ト ランザクシ ョ ン  (XA モードのド ラ イバ ) の場合、 ス ト アド  プロシー
ジャ と ス ト ア ド関数を実行できます。 ただし、 ス ト アド  プロシージャ と ス ト
ア ド関数を削除および作成するこ とはできません。

まず、 一連の文を実行して、 ス ト アド  プロシージャ と ス ト アド関数をデータ
ベースから削除します。

Statement stmt = conn.createStatement();
try {stmt.execute("drop procedure proc_squareInt");}
catch (SQLException e) {// ここに例外処理をコーディング ;}
try {stmt.execute("drop procedure func_squareInt");}
catch (SQLException e) {// ここに例外処理をコーディング ;}
try {stmt.execute("drop procedure proc_getresults");}
catch (SQLException e) {// ここに例外処理をコーディング ;}
stmt.close();

JDBC Statement を使用してス ト アド  プロシージャまたはス ト アド関数を作成し
てから、 JDBC の 「?」 構文で JDBC CallableStatement (Statement のサブク ラス ) 
を使用して、 IN および OUT パラ メータを設定します。

ネイテ ィブ Oracle では SQL 文中で 「?」 値のバインディ ングをサポート してい
ません。 代わりに、 「:1」、 「:2」 等を使用します。 WebLogic Server では SQL 文
の中でどちらの構文を使用するこ と もできます。

ス ト アド  プロシージャの入力パラ メータは、 JDBC の IN パラ メータにマップさ
れており、 setInt() などの CallableStatement.setXXX() メ ソ ッ ド と  JDBC 
PreparedStatement 「?」 構文で使われます。 ス ト ア ド  プロシージャの出力パラ
メータは、 JDBC の OUT パラ メータにマップされており、
CallableStatement.registerOutParameter() メ ソ ッ ド と  JDBC 
PreparedStatement 「?」 構文で使われます。 IN と  OUT の両方のパラ メータを使っ
て、 setXXX() と  registerOutParameter() の呼び出しが両方と も同じパラ メー
タ番号で行われるよ うにしてもかまいません。

このサンプルでは、 JDBC Statement を使用して Oracle ス ト ア ド  プロシージャを  
1 つ作成してから、 そのプロシージャを  CallableStatement. を使用して実行して
います。 registerOutParameter() メ ソ ッ ドを使用して、 2 乗された値を入れる
ための出力パラ メータを設定しています。

Statement stmt1 = conn.createStatement();
stmt1.execute
  ("CREATE OR REPLACE PROCEDURE proc_squareInt " +
  "(field1 IN OUT INTEGER, field2 OUT INTEGER) IS " + 
  "BEGIN field2 := field1 * field1; field1 := " +
  "field1 * field1; END proc_squareInt;");
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ス ト ア ド  プロシージャおよび関数の作り方と使い方
stmt1.close();

// ネイティブ Oracle SQL をここにコメントアウト
// String sql = "BEGIN proc_squareInt(?, ?); END;";

// これは JDBC で指定された正しい構文
String sql = "{call proc_squareInt(?, ?)}";
CallableStatement cstmt1 = conn.prepareCall(sql);

// 出力パラメータを登録する
cstmt1.registerOutParameter(2, java.sql.Types.INTEGER);
for (int i = 0; i < 5; i++) {
  cstmt1.setInt(1, i); 
  cstmt1.execute(); 
  System.out.println(i + " " + cstmt1.getInt(1) + " " 
   + cstmt1.getInt(2)); 
} cstmt1.close();

次のサンプルでは、 同様のコードを使用して、 整数を  2 乗するス ト アド関数を作
成して実行します。

Statement stmt2 = conn.createStatement();
stmt2.execute("CREATE OR REPLACE FUNCTION func_squareInt " +
              "(field1 IN INTEGER) RETURN INTEGER IS " +
              "BEGIN return field1 * field1; " +
              "END func_squareInt;");
stmt2.close();

// ネイティブ Oracle SQL をここにコメントアウト
// sql = "BEGIN ?:= func_squareInt(?); END;";

// これは JDBC で指定された正しい構文
sql = "{ ?= call func_squareInt(?)}";
CallableStatement cstmt2 = conn.prepareCall(sql);

cstmt2.registerOutParameter(1, Types.INTEGER);
for (int i = 0; i < 5; i++) {
  cstmt2.setInt(2, i);
  cstmt2.execute();
  System.out.println(i + " " + cstmt2.getInt(1) +
                     " " + cstmt2.getInt(2));
}
cstmt2.close();

次に、 sp_getmessages とい う ス ト アド  プロシージャを使用します ( このス ト ア
ド  プロシージャのコードはこのサンプルには含まれていません )。 このス ト ア ド  
プロシージャは、 入力パラ メータ と して メ ッセージ番号を取り、 メ ッセージ テ
キス ト の入ったテーブルから メ ッセージ番号に対応する メ ッセージ テキス ト を
探し、 そのメ ッセージ  テキス ト を出力パラ メータ と して ResultSet に返して格
WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方 3-11



3 WebLogic jDriver for Oracle の使い方
納します。 Statement.execute() および Statement.getResult() メ ソ ッ ドを
使ってス ト ア ド  プロシージャから返された ResultSets をすべて処理してから
でないと、 OUT パラ メータ と戻 り ステータスは使用可能になり ません。

まず、 CallableStatement に対する  3 つのパラ メータを設定します。

1. パラ メータ  1 (出力のみ ) はス ト アド  プロシージャの戻 り値

2. パラ メータ  2 (入力のみ ) は sp_getmessage への msgno 引数

3. パラ メータ  3 (出力のみ ) はメ ッセージ番号に対応して返されたメ ッセージ 
テキス ト

   String sql = "{ ? = call sp_getmessage(?, ?)}";
    CallableStatement stmt = conn.prepareCall(sql);

    stmt.registerOutParameter(1, java.sql.Types.INTEGER);
    stmt.setInt(2, 18000);           // メッセージ番号 18000
    stmt.registerOutParameter(3, java.sql.Types.VARCHAR);

次に、 ス ト ア ド  プロシージャを実行し、 戻 り値をチェ ッ ク して、 ResultSet が空
かど うかを調べます。 空でない場合は、 ループを使用して、 その内容を取り出し

て表示する とい う処理を繰り返します。

  boolean hasResultSet = stmt.execute();
  while (true)
  {
    ResultSet rs = stmt.getResultSet();
    int updateCount = stmt.getUpdateCount();
    if (rs == null && updateCount == -1) // 他に結果がない場合
      break;
    if (rs !== null) {
      // 空になるまで ResultSet オブジェクトを処理する
      while (rs.next()) {
        System.out.println
        ("Get first col by id:"+ rs.getString(1));
      }
    } else {
      // 更新件数がある
      System.out.println("Update count = " + 
       stmt.getUpdateCount());
    }
    stmt.getMoreResults();
  }

ResultSet の処理が終了する と、 OUT パラ メータ と戻り ステータスが使用可能に
な り ます。

  int retstat = stmt.getInt(1);
  String msg = stmt.getString(3);
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接続の切断とオブジェ ク トのクローズ
  System.out.println("sp_getmessage:status = " +
                     retstat + " msg = " + msg);
  stmt.close();

接続の切断とオブジェク トのクローズ

接続を閉じる前に、 データベースに対する変更をコ ミ ッ トするために  commit() 
メ ソ ッ ドを呼び出すと便利な場合があ り ます。

自動コ ミ ッ トが true (デフォル トの JDBC ト ランザクシ ョ ン  モード )  に設定され
ている場合、 各 SQL 文がそれぞれ ト ランザクシ ョ ンにな り ます。 しかし、 この
サンプルでは、 Connection を作成した後に、 自動コ ミ ッ ト を  false に設定しまし
た。 このモードでは、 Connection は関連する暗黙的な ト ランザクシ ョ ンを常に
持っており、 rollback() または commit() メ ソ ッ ドを呼び出すと、 現在のト ラ
ンザクシ ョ ンが終了し、 新しい ト ランザクシ ョ ンが開始されます。 close() の前
に commit() を呼び出すと、 Connection を閉じ る前にすべての ト ランザクシ ョ ン
が必ず完了します。

Statement、 PreparedStatement、 および CallableStatement を使う作業が終了した
と きにこれらのオブジェ ク ト を閉じるよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ンの最後のク リー

ンアップと して、Connection オブジェ ク トの close() メ ソ ッ ドを try {} ブロ ッ
ク内で必ず呼び出し、 例外を補足して適切な処理を行います。 このサンプルの最

後の 2 行では、 commit を呼び出してから  close を呼び出して接続を閉じます。

  conn.commit();
  conn.close();
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ストアド  プロシージャからの ResultSets 
の処理

ス ト アド  プロシージャを実行する と、 複数の ResultSets が返されるこ とがあ り
ます。 ス ト ア ド  プロシージャから返された ResultSets を、
Statement.execute() および Statement.getResultSet() メ ソ ッ ドを使って
処理する場合は、 返された ResultSets をすべて処理してからでないと、 OUT パ
ラ メータまたは戻 り ステータスは使用できません。

WebLogic JDBC による行キャッシング

Oracle はク ライアン トに配列フェ ッチ機能も提供しており、 jDriver for Oracle は
この機能をサポート しています。 デフォル トでは、 jDriver for Oracle は最大 100 
行の配列を  DBMS から取得します。 この数字は、 weblogic.oci.cacheRows プ
ロパテ ィを使って変更できます。

上記のメ ソ ッ ドを使用する と、 100 行の WebLogic JDBC クエ リは、 ク ライアン
ト から  WebLogic へ 4 つの呼び出しを実行するだけで済む上に、 実際に 
WebLogic がデータを要求するために DBMS に送る呼び出しは 1 つだけです。詳
細については、 5-10 ページの 「Oracle 配列フェ ッチのサポート 」 を参照して く
ださい。

コード例

次のコードでは、 JDBC アプリ ケーシ ョ ンの構造を示します。 こ こに示すサンプ
ル コードの内容は、 データの検索、 メ タデータの表示、 データの挿入、 削除、
および更新、 さ らに、 ス ト ア ド  プロシージャおよびス ト アド関数の呼び出しで
す。 JDBC 関連の各オブジェク ト に対して  close() を明示的に呼び出すだけでな
く、 try {} ブロ ッ クでラ ップした  close() を呼び出して、 Connection 自体を  
finally {} ブロ ッ クで閉じてください。
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package examples.jdbc.oracle;

import java.sql.*;
import java.Properties;
import weblogic.common.*;

public class test {
  static int i;
  Statement stmt = null;

  public static void main(String[] argv) {
    try {
      Properties props = new Properties();
      props.put("user",              "scott");
      props.put("password",          "tiger");
      props.put("server",            "DEMO");
      
    Driver myDriver = (Driver) Class.forName
      ("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

    Connection conn = 
      myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

    }
    catch (Exception e)
      e.printStackTrace();
    }

    try {
      // これにより Oracle のパフォーマンスを向上する
      // 後で commit() を明示的に呼び出す必要がある
      conn.setAutoCommit(false);
      
      stmt = conn.createStatement();
      stmt.execute("select * from emp");
      ResultSet rs = stmt.getResultSet();
      
      while (rs.next()) {
        System.out.println(rs.getString("empid") + " - " +
                           rs.getString("name")  + " - " +
                           rs.getString("dept"));
      }
      
      ResultSetMetaData md = rs.getMetaData();

      System.out.println("Number of Columns: " + 
         md.getColumnCount());
      for (i = 1; i <= md.getColumnCount(); i++) {
        System.out.println("Column Name: "     + 
          md.getColumnName(i));
        System.out.println("Nullable: "        + 
          md.isNullable(i));
        System.out.println("Precision: "       + 
          md.getPrecision(i));
        System.out.println("Scale: "           + 
          md.getScale(i));
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        System.out.println("Size: "            + 
          md.getColumnDisplaySize(i));
        System.out.println("Column Type: "     + 
          md.getColumnType(i));
        System.out.println("Column Type Name: "+ 
          md.getColumnTypeName(i));
        System.out.println("");
      }
      rs.close();
      stmt.close();
      
      Statement stmtdrop = conn.createStatement();
      try {stmtdrop.execute("drop procedure proc_squareInt");}
      catch (SQLException e) {;}
      try {stmtdrop.execute("drop procedure func_squareInt"); }
      catch (SQLException e) {;}
      try {stmtdrop.execute("drop procedure proc_getresults"); }
      catch (SQLException e) {;}
      stmtdrop.close();
      
      // ストアド プロシージャを作成する
      Statement stmt1 = conn.createStatement();
      stmt1.execute
       ("CREATE OR REPLACE PROCEDURE proc_squareInt " +
       "(field1 IN OUT INTEGER, " +
       "field2 OUT INTEGER) IS " + 
       "BEGIN field2 := field1 * field1;" +
       "field1 := field1 * field1; " +
       "END proc_squareInt;");
      stmt1.close();
    
      CallableStatement cstmt1 =
        conn.prepareCall("BEGIN proc_squareInt(?, ?); END;");
      cstmt1.registerOutParameter(2, Types.INTEGER);
      for (i = 0; i < 100; i++) {
        cstmt1.setInt(1, i); 
        cstmt1.execute();
        System.out.println(i + " " + cstmt1.getInt(1) +
                           " " + cstmt1.getInt(2));
      }
      cstmt1.close();
      
      // ストアド関数を作成する
      Statement stmt2 = conn.createStatement();
      stmt2.execute
       ("CREATE OR REPLACE FUNCTION func_squareInt " +
       "(field1 IN INTEGER) RETURN INTEGER IS " +
       "BEGIN return field1 * field1; END func_squareInt;");
      stmt2.close();
      
      CallableStatement cstmt2 =
        conn.prepareCall("BEGIN ?:= func_squareInt(?); END;");
      cstmt2.registerOutParameter(1, Types.INTEGER);
      for (i = 0; i < 100; i++) {
        cstmt2.setInt(2, i);
        cstmt2.execute();
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        System.out.println(i + " " + cstmt2.getInt(1) +
                           " " + cstmt2.getInt(2));
      }
      cstmt2.close();
  
      // レコードを 100 件挿入する

      System.out.println("Inserting 100 records...");
      String inssql = 
        "insert into emp(empid, name, dept) values (?, ?, ?)";
      PreparedStatement pstmt = conn.prepareStatement(inssql);
      
      for (i = 0; i < 100; i++) {
        pstmt.setInt(1, i);
        pstmt.setString(2, "Person " + i);
        pstmt.setInt(3, i);
        pstmt.execute():
      }
      pstmt.close();
      
      // レコードを 100 件更新する
      System.out.println("Updating 100 records...");
      String updsql = 
       "update emp set dept = dept + ? where empid = ?";
      PreparedStatement pstmt2 = conn.prepareStatement(updsql);
      
      for (i = 0; i < 100; i++) {
        pstmt2.setInt(1, i);
        pstmt2.setInt(2, i);
        pstmt2.execute();
      }
      pstmt2.close();
      
      // レコードを 100 件削除する
      System.out.println("Deleting 100 records...");
      String delsql = "delete from emp where empid = ?";
      PreparedStatement pstmt3 = conn.prepareStatement(delsql);
      
      for (i = 0; i < 100; i++) {
        pstmt3.setInt(1, i);
        pstmt3.execute();
      }
      pstmt3.close();
  
      conn.commit();
    }
    catch (Exception e) {
      // 失敗を適切に処理する
    }
    finally {
      try {conn.close();}
      catch (Exception e) {
        // 例外を捕捉して処理する
      }
    }
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  }

}

これ以外の Oracle サンプル コードについては、

samples\examples\jdbc\oracle ディレクトリを参照してください。

サポート されていない JDBC 2.0 メソ ッ ド

WebLogic Server はすべての JDBC 2.0 メ ソ ッ ドをサポート していますが、
WebLogic jDriver for Oracle ではサポート していない  JDBC 2.0 メ ソ ッ ド もあ り ま
す。 これらのメ ソ ッ ドを使用する必要がある場合は、 Oracle Thin ド ラ イバなど
の別の JDBC ド ラ イバを使用してデータベースに接続するこ とができます。 表 
3-2 に、 WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない  JDBC 2.0 メ ソ ッ ド
を示します。

表 3-2  WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない JDBC 2.0 メソッ ド

クラス

またはインタフェース

サポート されていないメソッ ド

java.sql.Blob public long position(Blob blob, long l)

public long position(byte abyte0[], long l)

java.sql.CallableStatement public Array getArray(int i)

public Date getDate(int i, Calendar calendar)

public Object getObject(int i, Map map)

public Ref getRef(int i)

public Time getTime(int i, Calendar calendar)

public Timestamp getTimestamp(int i, Calendar calendar)

public void registerOutParameter(int i, int j, String s)

java.sql.Clob public long position(String s, long l)

public long position(java.sql.Clob clob, long l)
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サポー ト されていない JDBC 2.0 メ ソ ッ ド
java.sql.Connection public java.sql.Statement createStatement(int i, int j)

public Map getTypeMap()

public CallableStatement prepareCall(String s, int i, int j)

public PreparedStatement prepareStatement(String s, int i, int j)

public void setTypeMap(Map map)

java.sql.DatabaseMetaData public Connection getConnection()

public ResultSet getUDTs(String s, String s1, String s2, int ai[])

public boolean supportsBatchUpdates()

java.sql.PreparedStatement public void addBatch()

public ResultSetMetaData getMetaData()

public void setArray(int i, Array array)

public void setNull(int i, int j, String s)

public void setRef(int i, Ref ref)

表 3-2  WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない JDBC 2.0 メソッ ド  (続き )

クラス

またはインタフェース

サポート されていないメソッ ド
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java.sql.ResultSet public boolean absolute(int i)

public void afterLast()

public void beforeFirst()

public void cancelRowUpdates()

public void deleteRow()

public boolean first()

public Array getArray(int i)

public Array getArray(String s)

public int getConcurrency()

public int getFetchDirection()

public int getFetchSize()

public Object getObject(int i, Map map)

public Object getObject(String s, Map map)

public Ref getRef(int i)

public Ref getRef(String s)

public int getRow()

public Statement getStatement()

public int getType()

public void insertRow()

表 3-2  WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない JDBC 2.0 メソッ ド  (続き )

クラス

またはインタフェース

サポート されていないメソッ ド
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java.sql.ResultSet
 (続き )

public boolean isAfterLast()

public boolean isBeforeFirst()

public boolean isFirst()

public boolean isLast()

public boolean last()

public void moveToCurrentRow()

public void moveToInsertRow()

public boolean previous()

public void refreshRow()

public boolean relative(int i)

public boolean rowDeleted()

public boolean rowInserted()

public boolean rowUpdated()

public void setFetchDirection(int i)

public void setFetchSize(int i)

public void updateAsciiStream(int i, InputStream inputstream, int j)

public void updateAsciiStream(String s, InputStream inputstream, int i)

public void updateBigDecimal(int i, BigDecimal bigdecimal)

public void updateBigDecimal(String s, BigDecimal bigdecimal)

public void updateBinaryStream(int i, InputStream inputstream, int j)

public void updateBinaryStream(String s, InputStream inputstream, int i)

public void updateBoolean(int i, boolean flag)

public void updateBoolean(String s, boolean flag)

public void updateByte(int i, byte byte0)

public void updateByte(String s, byte byte0)

public void updateBytes(int i, byte abyte0[])

public void updateBytes(String s, byte abyte0[])

表 3-2  WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない JDBC 2.0 メソッ ド  (続き )

クラス

またはインタフェース

サポート されていないメソッ ド
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java.sql.ResultSet
 (続き )

public void updateCharacterStream(int i, Reader reader, int j)

public void updateCharacterStream(String s, Reader reader, int i)

public void updateDate(int i, Date date)

public void updateDate(String s, Date date)

public void updateDouble(int i, double d)

public void updateDouble(String s, double d)

public void updateFloat(int i, float f)

public void updateFloat(String s, float f)

public void updateInt(int i, int j)

public void updateInt(String s, int i)

public void updateLong(int i, long l)

public void updateLong(String s, long l)

public void updateNull(int i)

public void updateNull(String s)

public void updateObject(int i, Object obj)

public void updateObject(int i, Object obj, int j)

public void updateObject(String s, Object obj)

public void updateObject(String s, Object obj, int i)

public void updateRow()

public void updateShort(int i, short word0)

public void updateShort(String s, short word0)

public void updateString(int i, String s)

public void updateString(String s, String s1)

public void updateTime(int i, Time time)

public void updateTime(String s, Time time)

public void updateTimestamp(int i, Timestamp timestamp)

public void updateTimestamp(String s, Timestamp timestamp)

java.sql.ResultSetMetaData public String getColumnClassName(int i)

表 3-2  WebLogic jDriver for Oracle でサポート されていない JDBC 2.0 メソッ ド  (続き )

クラス

またはインタフェース

サポート されていないメソッ ド
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4 分散ト ランザクシ ョンでの 
WebLogic jDriver for Oracle/XA 
の使い方

以下の節では、WebLogic jDriver for Oracle/XA を使用し、 BEA WebLogic Server 
環境で動作する  EJB および RMI アプ リ ケーシ ョ ンに ト ランザクシ ョ ンを統合す
る方法について説明します。

� WebLogic jDriver for Oracle の XA モード と  非 XA モードの違い

� JDBC XA および 非 XA リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン

� WebLogic jDriver for Oracle XA の制限

� 分散ト ランザクシ ョ ンの実装

WebLogic jDriver for Oracle の XA モード
と  非 XA モードの違い

WebLogic jDriver for Oracle は、 分散ト ランザクシ ョ ンについて JDBC 2.0 オプ
シ ョ ン パッケージ API を完全サポート しています。分散ト ランザクシ ョ ン (XA) 
モードでこのド ライバを使用するアプリ ケーシ ョ ンは、 以下の例外を除いて、

ローカル ト ランザクシ ョ ン  (非 XA) モードの場合と同じ よ うに JDBC 2.0 コア 
API を使用できます。

� 接続を取得するには、 非推奨になった java.sql.DriverManager または 
java.sql.Driver API ではな く、 JDBC 2.0 javax.sql.DataSource API を使用しな
ければな り ません。
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� 接続プール内の物理的なデータベース接続の扱いが異な り ます。 4-2 ページの
「WebLogic XA jDriver での接続の動作」 を参照して ください。

� WebLogic Server で使用する場合は、 TxDataSource をコンフ ィグレーシ ョ ン
しなければな り ません。 TxDataSource と接続プールをコンフ ィ グレーシ ョ ン
する手順については、 『管理者ガイ ド』 の 「JDBC 接続の管理」 を参照して く
ださい。

� 自動コ ミ ッ トはデフォル トで false に設定されます。 Connection オブジェ ク
ト で java.sql.Connection.setAutoCommit メ ソ ッ ドを呼び出して自動コ
ミ ッ ト  モードを有効化しよ う とする と、 SQLException が発生します。

� java.sql.Connection.commit または java.sql.Connection.rollback メ
ソ ッ ドを呼び出して分散ト ランザクシ ョ ンを終了しよ う とする と、

SQLException が発生します。

最後の 2 つの理由が違 うのは、WebLogic jDriver for Oracle/XA が分散ト ランザク
シ ョ ンを構成する場合、 分散ト ランザクシ ョ ンの境界を決めた り、 調整した りす

るのが外部の ト ランザクシ ョ ン マネージャだからです。

詳細については、 「JDBC 2.0 Standard Extension API spec」 (バージ ョ ン 1.0、
98/12/7 付、 Section 7.1 の最後の 2 パラグラフ ) を参照して ください。

WebLogic XA jDriver での接続の動作

WebLogic XA jDriver for Oracle は内部的に Oracle C/XA スイ ッチを使用するた
め、 xa_open と  xa_start は、 SQL 呼び出しを行う各スレ ッ ド上で呼び出される
必要があ り ます。 また、 xa_open を呼び出すと、 新しい物理的な XA データベー
ス接続が作成されます。 これらの制限に対処するために、 WebLogic XA jDriver 
for Oracle では、 スレッ ドが接続を使用するまでは物理的なデータベース接続を
作成しません。 スレッ ドが接続を使用する と きに、 XA jDriver は xa_open (およ
び xa_start) を呼び出して接続を作成し、 その接続をスレッ ドに関連付けます。 
データベース接続が作成された後も、 接続はスレッ ドにそのまま関連付けられて

おり、 ド ラ イバは xa_close を呼び出しません。 以降にスレ ッ ドでデータベース
接続が必要になる と、 スレ ッ ドは関連付けられている同じデータベース接続を使

用します。 ただし、 これは JDBC 接続プールから接続を取得して返しているよ う
に見えます。

このド ライバの動作によって、 JDBC 接続プールの動作も若干変わり ます。
4-2 WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jdbc.html


JDBC XA および 非 XA リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン
� 接続プールがデプロイ される と き  (作成時またはサーバ起動時 )、 論理的な 
JDBC 接続オブジェ ク トは作成されますが、 物理的なデータベース接続は作
成されません。

� 接続プール内の論理的な接続の数は、 ほとんどの場合、 物理的なデータベー

ス接続の数と同じにはなり ません。 物理的なデータベース接続の数は、 SQL 
呼び出しが行われる実行スレ ッ ドの数と同じにな り ます。

� JDBC 接続プール内の論理的な接続オブジェ ク ト の数によって、 データベー
ス作業を同時に行えるスレッ ドの数が制限されます。 接続プールの最大容量
は、 システム内の実行スレッ ドの数に設定する必要があ り ます。

� 物理的なデータベース接続は、 JDBC 接続プールが破棄される と き  ( アンデ
プロイ時またはサーバ停止時 ) に閉じ られます。 サーバの停止後、 または
JDBC 接続が破棄された後も、 物理的なデータベース接続はデータベース上
に残 り 、 DBMS によって最終的にク リーンアップされます。

注意 : これらの動作の変更点は、 物理的なデータベース接続の作成に 
WebLogic XA jDriver を使用する  JDBC 接続プールにのみ適用されます。 
他の XA ド ラ イバを使用する接続プールには適用されません。

JDBC XA および 非 XA リソースのコンフ ィ
グレーション

Administration Console を使用して、 以下の節で説明するよ うに JDBC リ ソース
をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

JDBC/XA リソース

XA 対応 JDBC ド ラ イバを分散ト ランザクシ ョ ンに参加させるには、 以下のよ う
に JDBC 接続プールをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

� DriverName プロパティに、 javax.sql.XADataSource インタフェースをサ
ポート している ク ラスの名前を指定します。 つま り、
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4 分散ト ランザクシ ョ ンでの WebLogic jDriver for Oracle/XA の使い方
weblogic.jdbc.oci.xa.XADataSource を DriverName プロパティ  
(Administration Console の Driver Classname) と して使用します。

� データベース プロパティが指定されている こ と を確認します。 WebLogic 
jDriver for Oracle のデータ  ソース  プロパティの詳細については、 『管理者ガ
イ ド』 の 「分散ト ランザクシ ョ ン用の XA 対応 JDBC ド ラ イバのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

手順や属性の定義については、 JDBC 接続プールのパネルで Administration 
Console オンライン ヘルプを参照して ください。

XA 非対応の JDBC リソース

XA 非対応の JDBC リ ソースをサポートするには、 JDBC ト ランザクシ ョ ン デー
タ  ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに、 enableTwoPhaseCommit データ
ベース  プロパティ  (Administration Console の [Emulate Two-Phase Commit for 
non-XA Driver]) を選択します。 このプロパティの詳細については、 『管理者ガ
イ ド』 の 「分散ト ランザクシ ョ ン用の XA 非対応 JDBC ド ラ イバのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

WebLogic jDriver for Oracle XA の制限

XA モードの WebLogic jDriver for Oracle は以下の動作をサポート していません。

� ローカル ト ランザクシ ョ ン とグローバル ト ランザクシ ョ ンの混合。 このた
め、 グローバル ト ランザクシ ョ ンを使用せずに SQL の処理が試みられる と、
SQLException が送出されます。

� DDL 処理の実行 ( テーブルの作成または削除、 ス ト アド  プロシージャなど )。
DDL 処理を実行する場合は、 次のよ う な 2 つの異なる接続プールを定義す
る必要があ り ます。

� DDL 処理で使用できる  XA 非対応の接続プール。

� 分散ト ランザクシ ョ ンで DML 処理に使用できる  XA 対応の接続プール。
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分散ト ランザクシ ョ ンの実装
� ト ランザクシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン アイ ソレーシ ョ ン レベルの設定。 ト
ランザクシ ョ ンは、 接続に設定された ト ランザクシ ョ ン アイ ソレーシ ョ ン 
レベル、 またはデータベースに対するデフォル トの ト ランザクシ ョ ン  アイ ソ
レーシ ョ ン レベルを使用します。

分散ト ランザクシ ョンの実装

こ こでは以下について説明します。

� パッケージのインポート

� JNDI を介したデータ  ソースの検索

� 分散ト ランザクシ ョ ンの実行

パッケージのインポート

コード  リ ス ト  4-1 は、 アプ リ ケーシ ョ ンがインポートするパッケージを示しま
す。 特に以下の点に注意して ください。

� java.sql.* および javax.sql.* パッケージは、 データベース操作で不可欠
です。

� javax.naming.* パッケージは、 サーバの起動時にコマンド ラ イン  パラ メー
タ と して渡されるプール名についての JNDI ルッ クアップの実行に不可欠で
す。 プール名は、 そのサーバ グループで登録する必要があ り ます。

コード  リス ト  4-1   必要なパッケージのインポート

import java.sql.*;
import javax.sql.*;
import javax.naming.*;
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JNDI を介したデータ  ソースの検索

コード  リ ス ト  4-2 は、 JNDI を介したデータ  ソースの検索方法を示します。

コード  リスト  4-2   JNDI を介したデータ  ソースの検索

static DataSource pool;

...

public void get_connpool(String pool_name)
    throws Exception
  {
    try {
      javax.naming.Context ctx = new InitialContext();
      pool = (DataSource)ctx.lookup("jdbc/" + pool_name);
    }
    catch (javax.naming.NamingException ex){
      TP.userlog("Couldn't obtain JDBC connection pool: " + 
pool_name);
      throw ex;
    }
  }
}

分散ト ランザクションの実行

コード  リ ス ト  4-3 は、 2 つのデータベース接続を使用し、 セッシ ョ ン  Bean 内の
ビジネス メ ソ ッ ド と して実装された分散ト ランザクシ ョ ンを示します。

コード  リスト  4-3   分散ト ランザクションの実行

public class myEJB implements SessionBean {
     EJBContext ejbContext;

     public void myMethod(...) {
          javax,transaction.UserTransaction usertx;
          javax.sql.DataSource data1;
          javax.sql.DataSource data2;
          java.sql.Connection conn1;
          java.sql.Connection conn2;
          java.sql.Statement stat1;
          java.sql.Statement stat2;
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分散ト ランザクシ ョ ンの実装
          InitialContext initCtx = new InitialContext();
          
          // 
          // ユーザ トランザクション オブジェクトを初期化する
          // 
          usertx = ejbContext.getUserTransaction();
          
          // 新規のユーザ トランザクションを開始する
          usertx.begin();
          
          // 最初のデータベースとの接続を確立し、
          // トランザクションの処理を準備する
          data1 = (javax.sql.DataSource)
               initCtx.lookup(“java:comp/env/jdbc/DataBase1”);
          conn1 = data1.getConnection();
          
          stat1 = conn1.getStatement();
          
          // 2 番目のデータベースとの接続を確立し、
          // トランザクションの処理を準備する
          data2 = (javax.sql.DataSource)
               initCtx.lookup(“java:comp/env/jdbc/DataBase2”);
          conn2 = data1.getConnection();
          
          stat2 = conn2.getStatement();
          
          // conn1 および conn2 の両方を更新する。EJB コンテナは
          // 関連するリソースを自動的にリスト表示する
          stat1.executeQuery(...);
          stat1.executeUpdate(...);
          stat2.executeQuery(...);
          stat2.executeUpdate(...);
          stat1.executeUpdate(...);
          stat2.executeUpdate(...);
          
          // トランザクションをコミットする
          // 関連するデータベースに変更を適用する
          usertx.commit();
          
          // すべての接続と文を解放する
          stat1.close();
          stat2.close();
          conn1.close();
          conn2.close();
     }
     ...
 }
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5 Oracle の高度な機能

この章では、 WebLogic jDriver for Oracle で使用する以下の Oracle の高度な機能
について説明します。

� 大文字 /小文字を区別せずにメ タデータを扱 う方法

� データ型

� WebLogic Server と  Oracle の NUMBER カラム

� Oracle の Long raw データ型の使い方

� Oracle リ ソース上の待機

� JDBC 拡張 SQL のサポート

� Oracle 用 JDBC 2.0 の概要

� JDBC 2.0 のサポートに必要なコンフ ィグレーシ ョ ン

� BLOB と  CLOB

� 文字と  ASCII ス ト リーム

� 新しい日付関連メ ソ ッ ド

注意 : WebLogic Server では、 PreparedStatement、 CallableStatement、 配列、
Struct、 REF に対しても  Oracle 拡張メ ソ ッ ドをサポート しています。 こ
れらの拡張メ ソ ッ ドを使用するためには、 Oracle Thin ド ラ イバを使用し
てデータベースに接続する必要があ り ます。
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5 Oracle の高度な機能
大文字 /小文字を区別せずにメタデータを
扱う方法

WebLogic Server では、 allowMixedCaseMetaData プロパテ ィ を設定できます。
このプロパティ をブール値 true に設定する と、 このプロパテ ィは、
DatabaseMetaData メ ソ ッ ドの呼び出しで大文字 /小文字を区別しないよ うに、
Connection オブジェク ト を設定します。 このプロパティ を  false に設定した場
合、 Oracle は、 データベース  メ タデータについて大文字をデフォル ト で使用しま
す。

次のサンプル コードは、 この機能を利用するためのプロパティの設定方法を示
します。

Properties props = new Properties();
props.put("user",                   "scott");
props.put("password",               "tiger");
props.put("server",                 "DEMO");
props.put("allowMixedCaseMetaData", "true");

Driver myDriver = (Driver)
  Class.for.Name(weblogic.jdbc.oci.Driver).newInstance();

Connection conn =
   myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

このプロパティ を設定しなかった場合、 WebLogic Server は Oracle のデフォル ト
設定を使用するので、 データベース  メ タデータについては大文字が使用されま
す。

データ型

次の表は、 Oracle データ型と  Java 型との推奨マッピングを示します。 この他に
も、 Oracle データ型を Java で表現する方法はあ り ます。 結果セッ トの処理中に 
getObject() メ ソ ッ ドを呼び出した場合、 クエ リ対象の Oracle カラムに対する
デフォル トの Java データ型が返されます。
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データ型
* PreparedStatement.setBoolean() を呼び出すと、 VARCHAR 型は 1 または 0 (
文字列 ) に、 NUMBER 型は 1 または 0 (数字 ) に変換されます。

表 5-1  

Oracle WebLogic Server 

Varchar String 

Number Tinyint 

Number Smallint 

Number Integer 

Number Long 

Number Float 

Number Numeric 

Number Double 

Long Longvarchar 

RowID String 

Date Timestamp 

Raw (var)Binary 

Long raw Longvarbinary 

Char (var)Char 

Boolean* Number OR 
Varchar 

MLS label String

Blob Blob

Clob Clob
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WebLogic Server と  Oracle の NUMBER カ
ラム

Oracle には NUMBER とい う カラム  タイプがあ り ます。 このカラム  タイプは、 オ
プシ ョ ン と して NUMBER(P) および NUMBER(P,S) の形式で精度と スケールを指定
できます。 修飾されていない単純な NUMBER 形式でも、 このカラムは、 小さな整
数値から非常に大きな浮動小数点までのすべての数値タイプを高い精度で保持で

きます。

WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンがこ う したカラムの値を要求する と、
WebLogic Server は、 カラム内の値を要求された Java 型に変換します。
getInt() で 123.456 とい う値が要求された場合、 当然、 値は丸められます。

ただし、 getObject() メ ソ ッ ドの場合は、 これよ り若干複雑にな り ます。
WebLogic Server は、 NUMBER カラムの値を同様の精度で表現する  Java オブジェ
ク ト で必ず返します。 つま り、 値 1 は Integer と して返されますが、
123434567890.123456789 のよ う な値は BigDecimal でのみ返されます。

カラムの値の最大精度を  Oracle から報告する メ タデータはあ り ません。 した
がって、 WebLogic Server は、 それぞれの値に基づいて、 どのよ う な種類のオブ
ジェク ト を返すかを判断する必要があ り ます。 つま り、 1 つの ResultSet が、
NUMBER カラムに対して getObject() から複数の Java 型を返す場合がある と
い う こ とです。 整数値だけのテーブルはすべて Integer と して getObject() か
ら返されるこ と もあ り、 浮動小数点単位のテーブルは主に Double で返されます
が、 「123.00」 のよ う な値は Integer と して返される場合があ り ます。 Oracle か
らは、 NUMBER 値の 「1」 と 「1.0000000000」 を識別するための情報は提供されて
いません。
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Oracle の Long raw データ型の使い方
修飾された NUMBER カラム、 つま り、 特定の精度が定義されているカラムは、 動
作の信頼性が高 くな り ます。 Oracle のメ タデータはこれらのパラ メータを ド ラ イ
バに提供するため、 WebLogic Server はテーブルの値にかかわりな く、 常に特定
の精度と スケールに合わせて適切な  Java オブジェ ク ト を返します。

Oracle の Long raw データ型の使い方

WebLogic Server では、 BLOB、 CLOB、 Long、 および Long raw といった Oracle 
のデータ型を使用する場合に備えて、 2 つのプロパティ を提供しています。
BLOB および CLOB データ型は、Oracle バージ ョ ン 8 と  JDBC 2.0 でサポート さ
れているだけですが、 これらのプロパテ ィは、Oracle バージ ョ ン 7 で使用可能な 
Oracle の Long raw データ型に対しても適用できます。

Oracle リソース上の待機

注意 : waitOnResources() メ ソ ッ ドは、 Oracle 8 API 使用時にはサポート され
ません。

WebLogic Server のド ライバは、 Oracle の oopt() C 関数をサポート しています。
これは、 リ ソースが使用可能になるまでク ライアン ト が待機できるよ う にする機

能です。 Oracle C 関数は、 要求された リ ソースが使用可能でない場合のオプシ ョ
ン ( ロッ クを待機するかど うかなど ) を設定します。

表 5-2   

カラム定義 getObject() の戻り値の型

NUMBER(P <= 9) Integer 

NUMBER(P <= 18) Long 

NUMBER(P = 19) BigDecimal 

NUMBER(P <=16, S 0) Double 

NUMBER(P = 17, S 0) BigDecimal 
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開発者は、 ク ラ イアン ト が DBMS リ ソースを待機するか、 または直ちに例外を
受け取るかを指定できます。 次のコードは、 サンプル コード  ファ イル 
(examples\jdbc\oracle\waiton.java) からの抜粋です。

java.util.Properties props = new java.util.Properties();
props.put("user",     "scott");
props.put("password", "tiger");
props.put("server",   "myserver");

Driver myDriver = (Driver)
  Class.forName("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

// この拡張機能を利用するために
// Connection を weblogic.jdbc.oci.Connection としてキャストする必要が
ある

Connection conn =(weblogic.jdbc.oci.Connection)
  myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

// オブジェクトの作成後、直ちに
// waitOnResources メソッドを呼び出す

conn.waitOnResources(true);

このメ ソ ッ ドを使用する と、 短期間ロッ ク される内部リ ソースを待つ間に、 い く

つかのエラー リ ターン コードが発生する場合があ り ます。

この機能を使用するには、 次の処理を行う必要があ り ます。

1. Connection オブジェク ト を  weblogic.jdbc.oci.Connection と してキャス
ト します。

2. waitOnResources() メ ソ ッ ドを呼び出します。

この関数については、『The OCI Functions for C』 のセクシ ョ ン 4-97 に記載されて
います。

自動コ ミ ッ ト

JDBC WebLogic Server のデフォル ト  ト ランザクシ ョ ン モードでは、 自動コ ミ ッ
ト を true と仮定します。 Connection オブジェ ク トの作成後、 次の文で自動コ
ミ ッ ト を false に設定する こ とで、 プログラムの性能を改善できます。

   Connection.setAutoCommit(false);
5-6 WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方



Oracle リ ソース上の待機
ト ランザクションのアイソレーション レベル

WebLogic Server は、 以下の ト ランザクシ ョ ンのアイ ソレーシ ョ ン レベルをサ
ポート しています。

� SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL READ COMMITTED

� SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZABLE

Oracle DBMS はこれら  2 つのアイ ソレーシ ョ ン  レベルのみをサポート していま
す。 他の JDBC ド ラ イバと違い、 WebLogic Server は、 開発者がサポート されて
いないアイ ソレーシ ョ ン  レベルを使おう と した場合に例外を生成します。 一部
のド ライバは、 サポート されていないアイ ソレーシ ョ ン レベルを設定しよ う と
した場合に、 例外を生成するこ とな く無視します。

READ_UNCOMMITTED ト ランザクシ ョ ン  アイ ソレーシ ョ ン レベルはサポート され
ていません。

コードセッ トのサポート

JDBC と  WebLogic Server は、Java 内の文字列を Unicode 文字列と して扱います。
Oracle DBMS は別のコードセッ ト を使用するため、 Unicode から  Oracle が使用
するコードセッ トに変換する必要があ り ます。 WebLogic Server は、 Oracle の環
境変数 NLS_LANG 内の値を調べ、 表 5-3 に示すマッピングを使用して、 変換に使
用する  JDK のコードセッ ト を選択します。 NLS_LANG 変数が設定されていない場
合、 または JDK に認識できないコードセッ トに設定されていた場合、 ド ライバ
は正しいコードセッ ト を選択できません (NLS_LANG の正しい構文の詳細につい
ては、 Oracle のドキュ メ ン ト を参照して ください )。

コードセッ ト を変換する場合は、 コード内で接続を確立する と きに 
Driver.connect() メ ソ ッ ドを使用して、 次のプロパテ ィを  WebLogic Server に
渡す必要があ り ます。

props.put("weblogic.oci.min_bind_size", 660);
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このプロパティは、 バインド されるバッファの最小サイズを定義します。 デフォ

ル ト では 2000 バイ トで、 これは最大値でもあ り ます。 コードセッ ト を変換する
場合は、 このプロパテ ィ を使用して、 バインド  サイズを最大 2000 バイ トの 1/3 
の最大 660 に減らす必要があ り ます。 この理由は、 Oracle コード変換では、拡張
を考慮してバッファが 3 倍に拡大されるからです。

WebLogic Server には、 Java コード内からコードセッ ト を設定するための 
weblogic.codeset プロパティがあ り ます。 たとえば、 次の例のよ うに、 cp863 
コードセッ ト を使用するには、 Driver.connect() を呼び出す前に、 Properties 
オブジェ ク ト を作成し、 weblogic.codeset プロパティ を設定します。 

java.util.Properties props = new java.util.Properties();
props.put("weblogic.codeset", "cp863");
props.put("user", "scott");
props.put("password", "tiger");

String connectUrl = "jdbc:weblogic:oracle";

Driver myDriver = (Driver)
 Class.forName("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

Connection conn = 
     myDriver.connect(connectUrl, props);

コードセッ ト  サポートは、 JVM の種類によって異なり ます。 特定のコードセッ
ト がサポート されているかど う かについては、 使用している  JDK のドキュ メ ン
ト をチェ ッ ク して ください。

注意 : Oracle ク ラ イアン ト の NLS_LANG 環境変数も、 同じまたは対応するコー
ドセッ ト に設定する必要があ り ます。

表 5-3  NLS_LANG 設定と JDK コードセッ トのマッピング対応表

NLS_LANG JDK コードセッ ト

al24utffss UTF8

al32utf8 UTF8

ar8iso8859p6 ISO8859_6

cdn8pc863 Cp863

cl8iso8859p5 ISO8859_5

cl8maccyrillic MacCyrillic
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cl8mswin1251 Cp1251

ee8iso8859p2 ISO8859_2

ee8macce MacCentralEurope

ee8maccroatian MacCroatian

ee8mswin1250 Cp1250

ee8pc852 Cp852

el8iso8859p7 ISO8859_7

el8macgreek MacGreek

el8mswin1253 Cp1253

el8pc737 Cp737

is8macicelandic MacIceland

is8pc861 Cp861

iw8iso8859p8 ISO8859_8

ja16euc EUC_JP

ja16sjis SJIS

ko16ksc5601 EUC_KR

lt8pc772 Cp772

lt8pc774 Cp774

n8pc865 Cp865

ne8iso8859p10 ISO8859_10

nee8iso8859p4 ISO8859_4

ru8pc855 Cp855

ru8pc866 Cp866

se8iso8859p3 ISO8859_3

th8macthai MacThai
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Oracle 配列フェ ッチのサポート  

WebLogic Server は、 Oracle 配列フェ ッチをサポート しています。
ResultSet.next() を最初に呼び出したと きには、 1 行を取り出すのではなく、
行の配列を取得して、 それを メモ リに格納します。 それ以降の next() に対する
各呼び出しは、 メモ リに格納した行をそれぞれ 1 行読み取り ます。 この操作はメ
モ リ内の行がなく なるまで続き、 行がな くなる と、 next() への呼び出しはデー
タベースに戻 り ます。

配列フェ ッチのサイズを制御するには、 プロパティ  (java.util.Property) を設
定します。 このプロパティは weblogic.oci.cacheRows で、 デフォル ト で 100 
に設定されています。 このプロパティ を  300 に設定する例を次に示します。 これ
は、 next() への呼び出しは、 ク ライアン ト が取り出す 300 行につき  1 回だけ
データベースを ヒ ッ トするこ とを意味します。

tr8macturkish MacTurkish

tr8pc857 Cp857

us7ascii ASCII

us8pc437 Cp437

utf8 UTF8

we8ebcdic37 Cp1046

we8ebcdic500 Cp500

we8iso8859p1 ISO8859_1

we8iso8859p15 ISO8859_15_FDIS

we8iso8859p9 ISO8859_9

we8macroman8 MacRoman

we8pc850 Cp850

we8pc860 Cp860

zht16big5 Big5
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Properties props = new Properties();
props.put("user",      "scott");
props.put("password",  "tiger");
props.put("server",    "DEMO");
props.put("weblogic.oci.cacheRows", "300");

Driver myDriver = (Driver)
  Class.forName("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

Connection conn = myDriver.connect("jdbc:weblogic:oracle", props);

この JDBC 拡張機能を利用するこ とで、 ク ライアン トの性能を改善し、 データ
ベース  サーバの負荷を緩和できます。 ただし、 ク ラ イアン ト での行のキャ ッシ
ングは、 ク ラ イアン ト  リ ソースを必要と します。 ネッ ト ワーク  コンフ ィ グレー
シ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンに応じて、 性能と ク ラ イアン ト  リ ソースのバランス
が最適になるよ うにアプ リ ケーシ ョ ンを調整して ください。

SELECT 内のいずれかのカラムのタイプが Long、 BLOB、 または CLOB の場合、
WebLogic Server はその Select 文に関連付けられている  ResultSet のキャッシュ  
サイズを一時的に 1 にリセッ ト します。

ストアド  プロシージャの使い方

この節では、 Oracle に固有のストアド  プロシージャのさまざまな実装について
説明します。

� Oracle カーソルへのパラ メータのバインド

� CallableStatement の使用上の注意

Oracle カーソルへのパラメータのバインド

WebLogic は、ス ト アド  プロシージャのパラ メータを  Oracle カーソルにバインド
できるよ うにする  JDBC の拡張機能 (weblogic.jdbc.oci.CallableStatement) 
を作成しました。 ス ト アド  プロシージャの結果を使って、 JDBC ResultSet オブ
ジェ ク ト を作成できます。 これによって、 複数の ResultSet を整理して返すこ と
ができます。 ResultSet は実行時にス ト アド  プロシージャ内で決定されます。

次に例を示します。 まず、 次のよ うにス ト アド  プロシージャを定義します。
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create or replace package 
curs_types as 
type EmpCurType is REF CURSOR RETURN emp%ROWTYPE;
end curs_types;
/

create or replace procedure 
single_cursor(curs1 IN OUT curs_types.EmpCurType,
ctype in number) AS BEGIN 
  if ctype = 1 then
    OPEN curs1 FOR SELECT * FROM emp;
  elsif ctype = 2 then
    OPEN curs1 FOR SELECT * FROM emp where sal  2000;
  elsif ctype = 3 then
    OPEN curs1 FOR SELECT * FROM emp where deptno = 20;
  end if;
END single_cursor;
/
create or replace procedure 
multi_cursor(curs1 IN OUT curs_types.EmpCurType,
             curs2 IN OUT curs_types.EmpCurType,
             curs3 IN OUT curs_types.EmpCurType) AS
BEGIN 
    OPEN curs1 FOR SELECT * FROM emp;
    OPEN curs2 FOR SELECT * FROM emp where sal  2000;
    OPEN curs3 FOR SELECT * FROM emp where deptno = 20;
END multi_cursor;
/

Java コード内で、 ス ト ア ド  プロシージャを使用して  CallableStatements を作
成し、 出力パラ メータをデータ型 java.sql.Types.OTHER で登録します。 デー
タを  ResultSet 内に取り出すと きに、 出力パラ メータのインデッ クスを  
getResultSet() メ ソ ッ ドの引数と して使用します。

  java.sql.CallableStatement cstmt = conn.prepareCall(
                       "BEGIN OPEN ? " +
                       "FOR select * from emp; END;");
  cstmt.registerOutParameter(1, java.sql.Types.OTHER);

  cstmt.execute();
  ResultSet rs = cstmt.getResultSet(1);
  printResultSet(rs);
  rs.close();
  cstmt.close();

  java.sql.CallableStatement cstmt2 = conn.prepareCall(
                       "BEGIN single_cursor(?, ?); END;");
  cstmt2.registerOutParameter(1, java.sql.Types.OTHER);

  cstmt2.setInt(2, 1);  
  cstmt2.execute();
  rs = cstmt2.getResultSet(1);
  printResultSet(rs); 
5-12 WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方



Oracle リ ソース上の待機
  cstmt2.setInt(2, 2);  
  cstmt2.execute();
  rs = cstmt2.getResultSet(1);}
  printResultSet(rs);

  cstmt2.setInt(2, 3);  
  cstmt2.execute();
  rs = cstmt2.getResultSet(1);
  printResultSet(rs);
  cstmt2.close();

  java.sql.CallableStatement cstmt3 = conn.prepareCall(
                         "BEGIN multi_cursor(?, ?, ?); END;");
  cstmt3.registerOutParameter(1, java.sql.Types.OTHER);
  cstmt3.registerOutParameter(2, java.sql.Types.OTHER);
  cstmt3.registerOutParameter(3, java.sql.Types.OTHER);

  cstmt3.execute();

  ResultSet rs1 = cstmt3.getResultSet(1);
  ResultSet rs2 = cstmt3.getResultSet(2);
  ResultSet rs3 = cstmt3.getResultSet(3);

printResultSet() メ ソ ッ ドを含むこのサンプルの全コードについては、
samples\examples\jdbc\oracle\ ディ レク ト リにあるサンプルを参照して く
ださい。

Oracle ス ト アド  プロシージャの文字列のデフォル ト  サイズは 256K です。

CallableStatement の使用上の注意

CallableStatement の OUTPUT パラ メータにバインド される文字列のデフォル ト
長は 128 文字です。 バインド  パラ メータに割 り当てた値がこの長さを超える と、
次のエラーが発生します。

ORA-6502: value or numeric error

バインド  パラ メータの値の長さは、 明示的な長さを scale 引数を使って 
CallableStatement.registerOutputParameter() メ ソ ッ ドに渡すこ とによっ
て調節できます。 256 文字を超えない VARCHAR をバインドするコード  サンプル
を次に示します。

  CallableStatement cstmt =
    conn.prepareCall("BEGIN testproc(?); END;");

  cstmt.registerOutputParameter(1, Types.VARCHAR, 256);
  cstmt.execute();
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  System.out.println(cstmt.getString());
  cstmt.close();

DatabaseMetaData メソッ ド  

この節では、 Oracle に固有の DatabaseMetaData メ ソ ッ ドの実装について説明し
ます。

� 一般に、 String catalog 引数は、 すべての DatabaseMetaData メ ソ ッ ドで無視
されます。

� DatabaseMetaData.getProcedureColumns() メ ソ ッ ドでは、

� String catalog 引数は無視されます。

� String schemaPattern 引数は、 完全一致するものだけを受け付けます (パ
ターン  マッチングは受け付けない )。

� String procedureNamePattern 引数は、 完全一致するものだけを受け付けま
す (パターン マッチングは受け付けない )。

� String columnNamePattern 引数は無視されます。

JDBC 拡張 SQL のサポート

JavaSoft JDBC 仕様には、 SQL 拡張が含まれています。 SQL 拡張は SQL Escape 
構文と も呼ばれています。 すべての WebLogic jDriver は拡張 SQL をサポート し
ています。拡張 SQL によって、 DBMS 間で移植可能な共通の SQL 拡張機能にア
クセスできます。

たとえば、 日付から曜日を取り出す関数は、 SQL 標準では定義されていません。
Oracle の SQL では次のよ うにな り ます。

  select to_char(date_column, 'DAY') from table_with_dates

同等の関数は、 Sybase や Microsoft SQL Server では次のよ うにな り ます。

  select datename(dw, date_column) from table_with_dates
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拡張 SQL を使う と、 どちらの DBMS に対しても、 次のよ うにして曜日を取り出
すこ とができます。

  select {fn dayname(date_column)} from table_with_dates

次のサンプルは、 拡張 SQL の機能のいくつかを示します。

  String query =
  "-- This SQL includes comments and " +
      "JDBC extended SQL syntax.\n" +
  "select into date_table values( \n" +
  "      {fn now()},        -- current time \n" +
  "      {d '1997-05-24'},  -- a date       \n" +
  "      {t '10:30:29' },   -- a time       \n" +
  "      {ts '1997-05-24 10:30:29.123'},  -- a timestamp\n" +
  "     '{string data with { or } will not be altered}'\n" +
  "-- Also note that you can safely include" +
     " { and } in comments or\n" +
  "-- string data.";
  Statement stmt = conn.createStatement();
  stmt.executeUpdate(query);

拡張 SQL は、 一般の SQL と区別するために中括弧 ( 「{}」 ) で囲ってあ り ます。
コ メ ン トはダブルハイフンで始ま り、 改行コード  ( 「\n」 ) で終わっています。
コ メ ン ト、 SQL、 および拡張 SQL を含む拡張 SQL のシーケンス全体は、 二重引
用符で囲み、 Statement オブジェ ク ト の execute() メ ソ ッ ドに渡します。
CallableStatement の一部に拡張 SQL を使った例を次に示します。

   CallableStatement cstmt =
    conn.prepareCall("{ ? = call func_squareInt(?)}");

次のサンプルは、 拡張 SQL 式をネス ト できる とい う こ とを示しています。

   select {fn dayname({fn now()})}

サポート されている拡張 SQL 関数の一覧は、 DatabaseMetaData オブジェ ク トか
ら取り出すこ とができます。 次のサンプルは、 JDBC ド ラ イバがサポート してい
る関数のすべてを リ ス トする方法を示しています。

   DatabaseMetaData md = conn.getMetaData();
   System.out.println("Numeric functions:     " +
      md.getNumericFunctions());
  System.out.println("\nString functions:    " + 
      md.getStringFunctions());
  System.out.println("\nTime/date functions: " + 
      md.getTimeDateFunctions());
  System.out.println("\nSystem functions:    " + 
      md.getSystemFunctions());
  conn.close();
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Oracle 用 JDBC 2.0 の概要

WebLogic jDriver for Oracle で実装されている  JDBC 2.0 の機能は以下のとおりで
す。

� BLOB (Binary Large Object) － WebLogic Server は、 この Oracle データ型を
扱えるよ うにな り ました。

� CLOB (Character Large Object) － WebLogic Server は、 この Oracle データ型
を扱えるよ うにな り ました。

� Character Streams (ASCII と  Unicode の両文字コード用 ) － 文字列ス ト リーム
を扱 う場合、 文字列をバイ ト の配列と してではなく文字の流れ ( ス ト リーム
) と して扱 う方法が優れています。

� バッチ更新－複数の文でも  1 単位と してま とめてデータベースに送れるよ う
にな り ました。

以前のバージ ョ ンで利用可能だった既存の JDBC 機能に加えて、上記の新機能も  
WebLogic Server で利用できるよ うにな り ました。 前バージ ョ ンのド ラ イバで使
用していた既存のコードは、 すべてこの新 WebLogic jDriver for Oracle でも動作
します。

注意 : WebLogic Server では、 PreparedStatement、 CallableStatement、 配列、
Struct、 REF に対しても  Oracle 拡張 メ ソ ッ ドをサポート しています。 し
かし、 これらの拡張メ ソ ッ ドを使用するためには、 Oracle Thin ド ラ イバ
を使用してデータベースに接続する必要があ り ます。

JDBC 2.0 のサポートに必要なコンフ ィグ
レーション

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 は JDK 1.3.1 上で動作するので、 JDBC 2.0 には 
Java 2 環境が必要とな り ます。 サポート されているコンフ ィグレーシ ョ ンの全リ
ス トについては、 「動作確認状況」 ページを参照して ください。
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BLOB と  CLOB

BLOB (Binary Large Object) および CLOB (Character Large Object) データ型は、
Oracle バージ ョ ン 8 の リ リースで利用できるよ うにな り ました。 JDBC 2.0 仕様
と  WebLogic Server も これらのデータ型をサポート しています。 この節では、 こ
れらのデータ型の使い方について説明します。

ト ランザクション境界

Oracle での BLOB と  CLOB は、 ト ランザクシ ョ ン境界 (SQL の commit または 
rollback 文の前に発行された文 ) に関しては、 他のデータ型とは動作が異な り ま
す。 BLOB または CLOB は、 ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト される と直ちに非ア
クテ ィブになり ます。 AutoCommit が TRUE に設定されている場合、 その接続で
各コマンドが発行された後に、 ト ランザクシ ョ ンはそれぞれ自動的にコ ミ ッ ト さ

れます。 SELECT 文の場合でもコ ミ ッ ト されます。 この理由によ り、 複数の 
SQL 文にまたがって BLOB または CLOB を保持する必要がある場合には、
AutoCommit を  false に設定しなければなり ません。 ト ランザクシ ョ ンを適切な
タイ ミ ングで手動でコ ミ ッ ト  ( またはロールバッ ク ) するこ とが必要にな り ま
す。 AutoCommit を  false に設定するには、 次のコマンドを入力します。

conn.setAutoCommit(false); // conn は接続オブジェクト

BLOB

Oracle バージ ョ ン 8 で使用可能になった BLOB データ型を使用する と、 Oracle 
テーブルに大きなバイナ リ  オブジェ ク ト を保存した り、 テーブルから取り出し
た りできます。 BLOB は JDBC 2.0 仕様の一部と して定義されていますが、 仕様
では、 テーブル内の BLOB カラムを更新するためのメ ソ ッ ドが提供されていま
せん。 しかし、 BEA WebLogic の BLOB の実装は、 JDBC 2.0 を拡張する こ とで
この機能を提供します。
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Connection プロパティ
weblogic.oci.selectBlobChunkSize

このプロパティは、 I/O ス ト リームへバイ トや文字を送信する際に使わ
れる内部バッファのサイズを設定します。 指定したサイズに達したら、

ド ラ イバは暗黙的に flush() 処理を実行します。 これによ り、 データ
は DBMS に送られます。

この値を明示的に設定するこ とは、 ク ライアン トのメモ リ使用量の制御

に役立ちます。

このプロパティの値が設定されていない場合には、 デフォル ト値 65534 
が使用されます。

このプロパティ を、 プロパティ と して Connection オブジェ ク ト に渡す
こ とで設定します。 たとえば、 次のコードは 
weblogic.oci.selectBlobChunkSize を  1200 に設定します。

Properties props = new Properties();
props.put("user",         "scott");
props.put("password",     "tiger");
props.put("server",       "DEMO");

props.put ("weblogic.oci.selectBlobChunkSize","1200");

Driver myDriver = (Driver)
 Class.forName("weblogic.jdbc.oci.Driver").newInstance();

Connection conn =
 driver.connect("jdbc:weblogic:oracle:myServer", props);

weblogic.oci.insertBlobChunkSize

このプロパティは、 ド ラ イバが内部的に使用する入力ス ト リームのバッ

ファ  サイズ ( バイ ト単位 ) を指定します。

BLOB チャンク機能を使用して、 Oracle DBMS に BLOB を挿入するに
は、 このプロパテ ィを正の整数に設定します。 デフォル ト では、 このプ

ロパテ ィは、 BLOB チャンクを使用しないこ と を意味するゼロ  (0) に設
定されています。

Import 文

この節で説明されている  BLOB 機能を使用するには、 ク ラ イアン ト  コードに以
下のク ラスをインポート します。
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import java.sql.*;
import java.util.*;
import java.io.*;
import weblogic.jdbc.common.*;

BLOB フ ィールドの初期化

BLOB データ型が入った行を最初に挿入する と きには、 実際のデータを使ってそ
のフ ィールドを更新する前に、 「空の」 BLOB を持つ行を挿入する必要があ り ま
す。 空の BLOB を挿入するには、 Oracle EMPTY_BLOB() 関数を使用します。

BLOB フ ィールドを初期化する手順は以下のとおりです。

1. 1 つまたは複数のカラムを BLOB データ型と して定義したテーブルを作成し
ます。

2. Oracle EMPTY_BLOB() 関数を使用して、 空の BLOB カラムを  1 つ持つ行を 1 
つ挿入します。

stmt.execute("INSERT into myTable values (1,EMPTY_BLOB()");

3. その BLOB カラムへの 「ハンドル」 を取得します。

java.sql.Blob myBlob = null;
Statement stmt2 = conn.createStatement();
stmt2.execute("SELECT myBlobColumn from myTable
  where pk = 1 for update");
ResultSet rs = stmt2.getResultSet();
rs.next() {
  myBlob = rs.getBlob("myBlobColumn");
  // 取得した BLOB を使用して何かする
}

4. 以上で、 BLOB にデータを書き込めるよ うにな り ました。 次の節、 「BLOB 
へのバイナ リ  データの書き込み」 に進みます。

BLOB へのバイナリ  データの書き込み

BLOB カラムにバイナ リ  データを書き込む手順は以下のとおりです。

1. 上記 「BLOB フ ィールドの初期化」 の手順 3.  に従って、 BLOB フ ィールドへ
のハンドルを取得します。

2. バイナ リ  データが入る  InputStream オブジェク ト を作成します。
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java.io.InputStream is = // 入力ストリームを作成する

3. BLOB データを書き込むための出力ス ト リームを作成します。 BLOB オブ
ジェク ト を weblogic.jdbc.common.OracleBlob にキャス ト しなければな り
ません。

java.io.OutputStream os = 
((weblogic.jdbc.common.OracleBlob) 
myBlob).getBinaryOutputStream();

4. バイナ リ  データが入った入力ス ト リームを出力ス ト リームに書き込みます。
書き込み操作は、 OutputStream オブジェ ク トの flush() メ ソ ッ ドを呼び出
したと きに終了します。

byte[] inBytes = new byte[65534]; // 下記の「注意」を参照
int numBytes = is.read(inBytes);

while (numBytes > 0) {
  os.write(inBytes, 0, numBytes);
  numBytes = is.read(inBytes);
}
os.flush();

注意 : 上記コードの中の値 [65534] は、 65534 とい うデフォル ト値を持つ 
weblogic.oci.select.BlobChunkSize プロパティが未設定である
と仮定したものです。 このプロパティ を設定してある場合、 byte[ ] の
値を weblogic.oci.select.BlobChunkSize property に設定した
値に合わせる と、 データを最も効率的に扱えるよ うにな り ます。 この

プロパティの詳細については、 「Connection プロパティ」 を参照して
ください。

5. ク リーンアップします。

os.close();
pstmt.close();
conn.close();

BLOB オブジェク トの書き込み

BLOB オブジェ ク ト をテーブルに書き込むには、 Prepared Statements を使用しま
す。 たとえば、 myBlob オブジェ ク ト をテーブル myOtherTable に書き込むコー
ドは以下のとおりです。

PreparedStatement pstmt = conn.preparedStatement(
    "UPDATE myOtherTable SET myOtherBlobColumn = ? WHERE id = 12");

pstmt.setBlob(1, myBlob);
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BLOB データの読み取り

getBlob() メ ソ ッ ドを使用して BLOB カラムを取り出してから、 SQL SELECT 
文の実行結果 ResultSet を使用した場合は、 BLOB データへのポインタだけが
返されます。 バイナ リ  データは実際にはク ライアン トに転送されていません。
getBinaryStream() メ ソ ッ ドを呼び出して初めて、 データがス ト リーム  オブ
ジェ ク トに書き込まれます。

Oracle テーブルから  BLOB データを読み取る手順は以下のとおりです。

1. SELECT 文を実行します。

stmt2.execute("SELECT myBlobColumn from myTable");

2. その SELECT 文の実行結果を使用します。

int STREAM_SIZE = 10;
byte[] r = new byte[STREAM_SIZE];

ResultSet rs = stmt2.getResultSet();
java.sql.Blob myBlob = null;
while (rs.next) {
  myBlob = rs.getBlob("myBlobColumn");

 java.io.InputStream readis = myBlob.getBinaryStream();

 for (int i=0 ; i < STREAM_SIZE ; i++) {
      r[i] = (byte) readis.read();
     System.out.println("output [" + i + "] = " + r[i]);
 }

3. ク リーンアップします。

rs.close();
stmt2.close();

注意 : また、 CallableStatement を使用して、 ResultSet を生成するこ と もで
きます。 この ResultSet は、 上記と同じ よ うに使用できます。 詳細につ
いては、 JDK ドキュ メ ン トの java.sql.CallableStatment の部分を参
照して ください。
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その他のメソッ ド

さ らに、 java.sql.Blob インタフェースの以下のメ ソ ッ ドが、WebLogic Server 
JDBC 2.0 ド ラ イバに実装されています。 詳細については、 JDK ドキュ メ ン ト を
参照して ください。

� getBinaryStream()

� getBytes()

� length()

position() メ ソ ッ ドは実装されていません。

CLOB

Oracle バージ ョ ン  8 で使用可能になった CLOB データ型は、 Oracle テーブル内
に大きな文字列を格納できます。 JDBC 2.0 の仕様には CLOB カラムを直接更新
する機能は含まれていないので、 CLOB を挿入した り更新した りするために、
BEA では getAsciiOutputStream() メ ソ ッ ド  (ASCII データ用 ) と  
getCharacterOutputStream() メ ソ ッ ド  (Unicode データ用 ) を実装しました。

コードセッ トのサポート

使用する  Oracle Server およびク ライアン トのバージ ョ ンによっては、 以下のプ
ロパテ ィのいずれかを設定する必要があ り ます。 設定するには、 DBMS 接続を
確立したと きにそのプロパティ を  Connection オブジェ ク ト に渡すよ うに、 Java 
ク ラ イアン ト のコード中に記述します。

weblogic.codeset

このプロパテ ィを使用する と、 Java コード内から コードセッ ト を設定でき
ます。 Oracle ク ラ イアン トの NLS_LANG 環境変数も設定する必要があ り ま
す。

weblogic.oci.ncodeset

このプロパテ ィは、 Oracle サーバが使用するナシ ョナル コードセッ ト を設
定します。 Oracle ク ラ イアン トの NLS_NCHAR 環境変数も設定する必要があ
り ます。
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weblogic.oci.codeset_width

このプロパティは、 使用している文字コードセッ トが何バイ ト幅のタイ

プなのかを WebLogic Server に知らせます。 コードセッ トの使用につい
ては、 以下の制限があ り ます。

指定できる値は次のとおりです。

0 (可変幅のコードセッ ト を使用する場合 )
1 (固定幅のコードセッ ト を使用する場合。 1 はデフォル ト値 )
2 または 3 ( コードセッ トの幅をバイ ト単位で指定する場合 )

weblogic.oci.ncodeset_width

Oracle のナシ ョナル コードセッ トのいずれかを使用している場合には、
このプロパティ を使用してコードセッ トの文字幅を指定します。 コード

セッ ト の使用については、 以下の制限があ り ます。

指定できる値は次のとおりです。
0  (可変幅のコードセッ ト を使用する場合 )
1  (固定幅のコードセッ ト を使用する場合。 1 はデフォル ト値 )
2 または 3 ( コードセッ トの幅をバイ ト単位で指定する場合 )

CLOB フ ィールドの初期化

CLOB データ型が入った行を最初に挿入する と きには、 実際のデータを使ってそ
のフ ィールドを更新する前に、 「空の」 CLOB を持つ行を挿入する必要があ り ま
す。 空の CLOB を挿入するには、 Oracle EMPTY_CLOB() 関数を使用します。

CLOB カラムを初期化する手順は以下のとおりです。

1. 1 つまたは複数のカラムを CLOB データ型と して定義したテーブルを作成し
ます。

2. Oracle EMPTY_CLOB() 関数を使用して、 空の CLOB カラムを  1 つ持つ行を 1 
つ挿入します。

stmt.execute("INSERT into myTable VALUES (1,EMPTY_CLOB()");

3. CLOB カラムのオブジェ ク ト を取得します。

java.sql.Clob myClob = null;
Statement stmt2 = conn.createStatement();
stmt2.execute("SELECT myClobColumn from myTable
  where pk = 1 for update");
ResultSet rs = stmt2.getResultSet();
while (rs.next) {
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  myClob = rs.getClob("myClobColumn");
}

4. 以上で、 CLOB に文字データを書き込めるよ うにな り ました。 書き込むデー
タが ASCII フォーマッ トの場合は、 次の節 「CLOB への ASCII データの書
き込み」 に進みます。 書き込むデータが Unicode フォーマッ ト の場合は、
「CLOB への Unicode データの書き込み」 を参照して ください。

CLOB への ASCII データの書き込み

CLOB カラムに ASCII 文字データを書き込む手順は以下のとおりです。

1. 上記 「CLOB フ ィールドの初期化」 の手順 3. に従って、 CLOB への 「ハンド

ル」 を取得します。 

2. 文字データが入るオブジェク ト を作成します。

String s = // ASCII データ

3. CLOB 文字列を書き込むための出力ス ト リームを作成します。 CLOB オブ
ジェク ト を weblogic.jdbc.common.OracleClob にキャス ト しなければな

り ません。

java.io.OutputStream os = 
((weblogic.jdbc.common.OracleClob) 
myclob).getAsciiOutputStream();

4. ASCII データが入った入力ス ト リームを出力ス ト リームに書き込みます。 書
き込み操作は、 OutputStream オブジェク ト の flush() メ ソ ッ ドを呼び出し
たと きに終了します。

byte[] b = s.getBytes("ASCII");

os.write(b);
os.flush();

5. ク リーンアップします。

os.close();
pstmt.close();
conn.close();

CLOB への Unicode データの書き込み

CLOB カラムに Unicode 文字データを書き込む手順は以下のとおりです。
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1. 「CLOB フ ィールドの初期化」 の手順 3 に従って、 CLOB への 「ハンドル」 を

取得します。 

2. 文字データが入るオブジェ ク ト を作成します。

String s = // Unicode 文字データ

3. CLOB 文字列を書き込むための文字出力ス ト リームを作成します。 CLOB オ
ブジェ ク ト を weblogic.jdbc.common.OracleClob にキャス ト しなければな
り ません。

java.io.Writer wr = 
((weblogic.jdbc.common.OracleClob) 
myclob).getCharacterOutputStream();

4. ASCII データが入った入力ス ト リームを出力ス ト リームに書き込みます。 書
き込み操作は、 OutputStream オブジェ ク トの flush() メ ソ ッ ドを呼び出し
たと きに終了します。

char[] b = s.toCharArray(); // 「s」 を文字配列に変換

wr.write(b);
wr.flush();

5. ク リーンアップします。

wr.close();
pstmt.close();
conn.close();

CLOB オブジェク トの書き込み

CLOB オブジェク ト をテーブルに書き込むには、 Prepared Statements を使用しま
す。 たとえば、 myClob オブジェク ト をテーブル myOtherTable に書き込むコー
ドは以下のとおりです。

PreparedStatement pstmt = conn.preparedStatement(
    "UPDATE myOtherTable SET myOtherClobColumn = ? WHERE id = 12");

pstmt.setClob(1, myClob);
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PreparedStatement を使用した CLOB 値の更新

PreparedStatement を使用して CLOB を更新し、 新しい値が以前の値よ り短い場
合、 CLOB は更新中に明示的に置換されなかった文字を保持します。 たとえば、
CLOB の現在の値が abcdefghij の場合に、 PreparedStatement を使用して zxyw 
で CLOB を更新する と、 CLOB の値が zxywefghij に更新されます。
PreparedStatement で更新された値を修正するには、 dbms_lob.trim プロシー
ジャを使用して、 更新後に残った余分な文字を削除します。 dbms_lob.trim プ
ロシージャの詳細については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。

CLOB データの読み取り

SQL SELECT 文の実行結果を使用して CLOB カラムを取り出した場合は、
CLOB データへのポインタだけが返されます。 実際のデータはク ライアン トに転
送されていません。 getAsciiStream() メ ソ ッ ドが呼び出されて初めて、 その文
字データがス ト リームに読み込まれます。

Oracle テーブルから  CLOB データを読み取る手順は以下のとおりです。

1. SELECT 文を実行します。

java.sql.Clob myClob = null;
Statement stmt2 = conn.createStatement();
stmt2.execute("SELECT myClobColumn from myTable");

2. その SELECT の文の実行結果を使用します。

ResultSet rs = stmt2.getResultSet();

while (rs.next) {
  myClob = rs.getClob("myClobColumn");
  java.io.InputStream readClobis =
      myReadClob.getAsciiStream();
  char[] c = new char[26];
  for (int i=0 ; i < 26  ; i++) {
      c[i] = (char) readClobis.read();
      System.out.println("output [" + i + "] = " + c[i]);
  }
}

3. ク リーンアップします。

rs.close();
stmt2.close();
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注意 : また、 CallableStatement を使用して、 ResultSet を生成するこ と もで
きます。 この ResultSet は、 上記と同じ よ うに使用できます。 詳細につ
いては、 JDK ドキュ メ ン トの java.sql.CallableStatment の部分を参
照して ください。

その他のメソッ ド

さ らに、 java.sql.Clob インタフェースの以下のメ ソ ッ ドが、 WebLogic Server 
(JDBC 2.0 ド ラ イバ ) に実装されています。

� getSubString()

� length()

これらのメ ソ ッ ドの詳細については、 JDK ドキュ メ ン ト を参照して ください。

注意 : position() メ ソ ッ ドは実装されていません。

文字と  ASCII スト リーム

JDBC 2.0 仕様の新しいメ ソ ッ ドの一部では、 文字と  ASCII ス ト リームを、 以前
のバージ ョ ンで実装されていたよ うにバイ ト列と して扱 うのではなく、 文字列と

して扱 う こ とができます。 文字と  ASCII ス ト リームを扱 う ための以下のメ ソ ッ
ドが WebLogic Server で実装されています。

Unicode 文字スト リーム

getCharacterStream()

java.sql.ResultSet インタフェースは、Unicode ス ト リームを Java の 
java.io.Reader 型と して読み込むために、 このメ ソ ッ ドを使用しま
す。 このメ ソ ッ ドは、 非推奨になった getUnicodeStream() メ ソ ッ ド
に代わって採用されました。

setCharacterStream()

java.sql.PreparedStatement インタフェースは、 java.io.Reader オ
ブジェ ク ト を書き込むためにこのメ ソ ッ ドを使用します。 このメ ソ ッ ド
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は、 非推奨になった setUnicodeStream() メ ソ ッ ドに代わって採用さ
れました。

ASCII 文字スト リーム

getAsciiStream()

java.sql.ResultSet インタフェースは、 ASCII ス ト リームを  Java の 
java.io.InputStream 型と して読み込むためにこのメ ソ ッ ドを使用し
ます。

setAsciiStream()

java.sql.PreparedStatement インタフェースは、
java.io.InputStream オブジェク ト を書き込むためにこのメ ソ ッ ドを
使用します。

これらのメ ソ ッ ドの使い方の詳細については、 JDK ドキュ メ ン ト を参照して く
ださい。

バッチ更新

バッチ更新は JDBC 2.0 の新しい機能で、 この機能を使用する と、複数の SQL 更
新文を  1 単位と して DBMS に送る こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンによって
は、 複数の更新文を個々に送るよ り も性能が向上するこ とがあ り ます。 バッチ更

新機能は、 Statement インタフェースで使用可能ですが、 更新件数を返して結
果セッ ト を返さない SQL 文を使用するこ とが必要とな り ます。
callableStatement  または preparedStatement を使用したバッチ更新はサ
ポート されていません。

バッチ更新で使用できる  SQL 文は以下のとおりです。

� INSERT INTO

� UPDATE

� DELETE

� CREATE TABLE

� DROP TABLE

� ALTER TABLE
5-28 WebLogic jDriver for Oracle のコンフ ィグレーシ ョ ンと使い方



文字と  ASCII ス ト リーム
バッチ更新の使い方

バッチ更新の使い方の基本的な手順を以下に示します。

1. 第 3 章 「WebLogic jDriver for Oracle の使い方」 の 「Oracle DBMS への接続」
の説明に従って、 WebLogic Server JDBC 2.0 ド ラ イバを使用して接続を得ま
す (connection オブジェ ク ト を取得します )。 このサンプルでは、 接続オブ
ジェ ク トは conn です。

2. createStatement() メ ソ ッ ドを使用して、 statement オブジェ ク ト を作成し
ます。 次に例を示します。

Statement stmt = conn.createStatement();

3. addBatch() メ ソ ッ ドを使用して、 SQL 文をバッチに追加します。 これらの
文は、 executeBatch() メ ソ ッ ドが呼び出されるまで、 DBMS に送られませ
ん。 次に例を示します。

stmt.addBatch("INSERT INTO batchTest VALUES ('JOE', 20,35)");
stmt.addBatch("INSERT INTO batchTest VALUES ('Bob', 30,44)");
stmt.addBatch("INSERT INTO batchTest VALUES ('Ed',  34,22)");

4. executeBatch() メ ソ ッ ドを使用して、 処理のためバッチを DBMS に送り ま
す。 次に例を示します。

stmt.executeBatch();

文が失敗して例外が発生した場合、 文は 1 行も実行されません。

バッチ処理文の消去

clearBatch() メ ソ ッ ドを使用する と、 addBatch() メ ソ ッ ドを使用して作成し
た文の集合を消去できます。 次に例を示します。

stmt.clearBatch();

更新件数

JDBC 2.0 仕様による と、 executeBatch() メ ソ ッ ドは、各 Statement で更新され
た行の数が入った整数の配列を返すこ とになっています。 しかし、Oracle DBMS 
はこの情報をド ライバに提供していません。 代わりに、 Oracle DBMS は、 すべ
ての更新に対して -2 を返します。
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新しい日付関連メソッ ド

以下のメ ソ ッ ドは、 新しい署名を使用して、 java.util.Calendar オブジェ ク ト
をパラ メータ と して取り ます。 java.util.Calendar を使用する と、 日付の変換
に使われるタイム ゾーンやロケーシ ョ ンの情報を指定できます。
java.util.Calendar ク ラスの使い方の詳細については、 JDK API ガイ ドを参
照して ください。

java.sql.ResultSet.getDate(int columnIndex, Calendar cal) 

 (java.sql.Date オブジェ ク ト を返す )

java.sql.PreparedStatement.setDate
  (int parameterIndex, Date x, Calendar cal)
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